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周辺機器を選ぶ、つなぐときのポイントを紹介！�

本体の詳しいスペックを巻末に収録�

本体各部の名前と役割を説明�
周辺機器を選ぶ、つなぐときのポイントを紹介！�

本体の詳しいスペックを巻末に収録�



このパソコンは、外出先などコンセントがない場所でも、�
バッテリの電源のみで使用できます。�
このとき、バッテリ残量に注意してください。バッテリ�
のみでパソコンを使っているときにバッテリ残量がなく�
なると、作成中のデータが失われたり、データが壊れる�
ことがあります。電源ランプ(　)でバッテリ残量をこま�
めに確認(p.32)し、バッテリ残量が少なくなったら、バッテリを充電しま
しょう(p.34)。自動的に省電力状態になるように設定しておく(p.33)と、
消費電力を節約できるため、より長い時間バッテリの電源のみでパソコン
を使用できるようになります。�

バッテリパックについて →PART1 の「バッテリ」�

消費電力を抑える →PART1 の「省電力機能」�

パソコンに市販のディスプレイを接続して、DVDの迫力あ
る映像を大きな画面で楽しむことができます。�

市販のディスプレイを接続する�
→PART1 の「表示機能」-「外部ディスプレイと連携させる」�

パソコンの機能や周辺機器でできる�

ここでは、このパソコンの機能や周辺機器でできる、便利な使い方を紹介し
ています。�

パ ソ コ ン活用例�

 外出先で使用する�

 DVDを大きな画面で楽しむ�

853-810601-252-A



ソフトをいくつも起動したり、ファイルをいくつも開いていると、デスクトップがせ
まく感じることがあります。そんなときには、「デュアルディスプレイ機能」(p.83)
が便利。このパソコンの液晶ディスプレイと市販のディスプレイを連続した1つのデ
ィスプレイとして使うことができるため、デスクトップが広くなり操作しやすくなり
ます。�

 デスクトップを広く使う�

「デュアルディスプレイ機能」について�
 →PART1 の「表示機能」-「外部ディスプレイと連携させる」�

853-810601-252-A
2004年1月　初版
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表記について
記号
記載内容を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。

人が障害を負う可能性が想定される内容、および、物的損害の
発生が想定される内容を示します。

傷害や事故の発生を防止するための指示事項は、次のマークで表しています。

使用者に対して指示に基づく行為を強制するものです。

してはいけないことや、注意していただきたいことを説明し
ています。よく読んで注意を守ってください。場合によって
は、作ったデータの消失、使用しているソフトの破壊、パソコ
ンの破損の可能性があります。

利用の参考となる補足的な情報や、用語について説明してい
ます。

関連する情報が書かれている所を示しています。

モデル

◆モデルの呼びかた

◆ LaVie Gシリーズについて
LaVie Gシリーズの各モデルについては、添付の『LaVie Gシリーズをご購入いた
だいたお客様へ』をご覧ください。

LaVie S

DVD-RAM/R/RW
モデル

DVD-RAM/R/RW with
DVD+R/RWモデル

トリプルワイヤレス
LANモデル

2.4GHzワイヤレス
LANモデル

ワイヤレスLANモデル

3D液晶モデル

LS900、LS700を指します。

DVD-RAM/R/RWドライブを搭載しているモデルです。

DVD-RAM/R/RW with DVD+R/RWドライブを搭載
しているモデルです。

IEEE802.11a（5GHz）とIEEE802.11b/g（2.4GHz）
の両方の規格に対応したワイヤレスLANインターフェー
スを内蔵しているモデルです。

IEEE802.11b（2.4GHz）の規格に対応したワイヤレス
LANインターフェースを内蔵しているモデルです。

トリプルワイヤレスLANモデルと2.4GHzワイヤレス
LANモデルの両方を指します。

3D液晶ディスプレイを搭載しているモデルです。
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ソフトウェアなどの正式名称

記載内容
・ 本文中に記載されているCD/DVDドライブは、DVD-RAM/R/RW with
DVD+R/RWドライブまたはDVD-RAM/R/RWドライブを指します。

・ 本文中に記載されているBIOSセットアップユーティリティは、画面上では
「Phoenix BIOSセットアップユーティリティ」と表示されます。

・ イラストや画面は、モデルによって異なることがあります。

・ 本文中に記載の画面は、実際の画面と多少異なることがあります。

Windows、
Windows XP

Windows Me

Windows 2000

Windows 98

Windows 95

インターネット
エクスプローラ、
Internet Explorer

アウトルックエクス
プレス、
Outlook Express

Outlook 2003

RecordNow DX

VideoStudio

PCGATE Personal

WinDVD

BeatJam

携帯マスター

次のいずれかを指します。
Microsoft® Windows® XP Home Edition operating
system 日本語版 Service Pack 1
Microsoft® Windows® XP Professional operating
system 日本語版 Service Pack 1

Microsoft® Windows® Millennium Edition  operating
system 日本語版

Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版

Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版

Microsoft® Windows® 95 operating system 日本語版

Microsoft® Internet Explorer 6.0 Service Pack 1

Microsoft® Outlook® Express 6.0

Microsoft® Office Outlook® 2003

Sonic RecordNow DX

Ulead® VideoStudio® 6 SE Basic

PCGATE Personal Ver2.1

InterVideo® WinDVDTM 4 for NEC

BeatJam for NEC

携帯マスター10 for NEC
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このマニュアルに出てくる基本的な操作
キーボードでの操作

キーボードでの操作は、【　】で囲んで記載しています。

記載例 意味

【F2】を押す キーボードの を押すことを表しています。

【Ctrl】＋【Alt】＋【Del】 と を押しながら同時に を押すことを表しています。

「スタート」ボタンからの操作

Windowsの「スタート」ボタンから行う操作は、「　」で囲んで記載しています。

記載例 意味

「デバイス マネージャ」の開き方

次のようにするとデバイス マネージャを開くことができます。

1「スタート」-「コントロールパネル」をクリックする
「コントロールパネル」が表示されます。

2「パフォーマンスとメンテナンス」※をクリックする
「パフォーマンスとメンテナンス」が表示されます。

3「システム」をクリックする
「システムのプロパティ」が表示されます。

4「ハードウェア」タブをクリックする

5「デバイス マネージャ」をクリックする
「デバイス マネージャ」が表示されます。

※：セーフモードでWindowsを起動した場合は、表示されません。

「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-
「システムツール」-「システムの復元」をクリック
する

「　」で囲まれた項目を順番に選択す
ることを表しています。
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当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースター
プログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。
国際エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしたオフィス機器の省エネル
ギー化推進のための国際的なプログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的に
抑えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により参加することが
できる任意制度となっています。対象となる製品は、コンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、
ファクシミリおよび複写機等のオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加
各国の間で統一されています。

■技術基準等適合認定について
このパーソナルコンピュータには、電気通信事業法第50条第1項の規定に基づき技術基準認証
済みの通信機器が搭載されています。認証番号は次のとおりです。

本機の内蔵モデムは、諸外国で使用できる機能を有していますが、日本国内で使用する際は、他
国モードに設定してご使用になりますと電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となりま
す。なお、ご購入時の使用国モード（初期値）は「日本モード」となっておりますので、設定を変更
しないでそのままご使用ください。

■電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技
術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオや
テレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説
明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

■漏洩電流自主規制について
この装置は、社団法人電子情報技術産業協会のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合して
おります。

■瞬時電圧低下について
［バッテリパックを取り付けていない場合］
本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合を生じることがあります。電源の瞬
時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦めします。

［バッテリパックを取り付けている場合］
本装置は、社団法人　電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下
対策規格を満足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合
が生じることがあります。

■レーザ安全基準について
このパソコンには、レーザに関する安全基準（JIS・C-6802、IEC825）クラス1適合のCD/
DVDドライブが内蔵されています。

通信機器 認証番号

モデム A01-0257JP

トリプルワイヤレスLAN D03-0431JP

2.4GHzワイヤレスLAN D03-0001JPB
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（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。
（2） 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
（3） 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載

もれなどお気づきのことがありましたら、NEC 121コンタクトセンターへご連絡くだ
さい。落丁、乱丁本はお取り替えいたします。

（4） 当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、（3）項に
かかわらずいかなる責任も負いかねますので、予めご了承ください。

（5） 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わ
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等
の使用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用
され、人身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

（6） 海外NECでは、本製品の保守・修理対応をしておりませんので、ご承知ください。
（7） 本機の内蔵ハードディスクにインストールされている Windowsは本機でのみご使用

ください。また、本機に添付のDVD-ROM、およびCD-ROMは、本機のみでしかご利用
になれません（詳細は「ソフトウェアのご使用条件」および「ソフトウェア使用条件適用
一覧」をお読みください）。

（8） ソフトウェアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりす
ると、著作権の侵害となります。

（9） ハードウェアの保守情報をセーブしています。

Microsoft、Windows、Office ロゴ、Outlook、およびWindowsのロゴは、米国Microsoft
Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。
インテル、Intel、Pentium、Intel SpeedStepはアメリカ合衆国およびその他の国における
Intel Corporationまたはその子会社の商標または登録商標です。
Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD記号は、ドルビーラボラトリーズの商標です。
Hayesは、米国Hayes Microcomputer Productsの登録商標です。
MNPは、Microcom,Inc.の登録商標です。
ATI、RADEONは、ATI Technologies Inc.の商標です。
PS/2はIBM社が所有している商標です。
Ulead、VideoStudioは、Ulead Systems, Inc.またはユーリードシステムズ株式会社の商
標または登録商標です。
Sonic RecordNowは、米国Sonic Solutionsの登録商標です。
McAfee、VirusScan、マカフィーは米国法人Network Associates, Inc.またはその関係会
社の登録商標です。
InterVideo、InterVideoロゴ、WinDVDは、InterVideo,Inc.の商標または登録商標です。
「BeatJam」は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。
SDおよびminiSDロゴは商標です。
"MagicGate Memory Stick"（"マジックゲートメモリースティック"）および"Memory Stick"
（ " メモリースティック" ）、 、 、 、 、

、"MagicGate"（"マジックゲート"）、 、OpenMGはソニー
株式会社の商標です。
携帯マスター、ケータイ・マスターは株式会社ジャングルの商標または登録商標です。
NXT＆  ＆  はNew Transducers Ltdの登録商標です。
PCGATEは、日本電気株式会社の登録商標です。
その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意



vii

©NEC Corporation, NEC Personal Products,Ltd. 2004
日本電気株式会社、NECパーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできませ
ん。

■輸出に関する注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。
本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。
従いまして、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っていません。

本製品の輸出（個人による携行を含む）については、外国為替及び外国貿易法に基づいて経済産業省の
許可が必要となる場合があります。
必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。
輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた販売店または当社営業拠点にお問い合わせくだ
さい。

■Notes on export
This product（including software）is designed under Japanese domestic specifications
and does not conform to overseas standards.NEC＊1 will not be held responsible for
any consequences resulting from use of this product outside Japan.NEC＊1 does not
provide maintenance service nor technical support for this product outside Japan.

Export of this product（including carrying it as personal baggage）may require a permit
from the Ministry of Economy, Trade and Industry under an export control law.Export
without necessary permit is punishable under the said law.Customer shall inquire of
NEC sales office whether a permit is required for export or not.

　＊1：NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd.
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本体各部の名称

お使いのモデルによって、各部の位置や形状が多少異なる場合があります。

LaVie S

■本体前面／右側面

本体各部の名称

デュアルメモリースロットアクセスランプ ニューメリックロックキーランプ

アクセスランプ 電源ランプ

キャップスロックキーランプ バッテリ充電ランプ

スクロールロックキーランプ ワイヤレスランプ（ワイヤレスLANモデルのみ）

「3D切り替え」ボタン
（3D液晶モデル）（p.75）

液晶ディスプレイ（p.79）

ワンタッチ
スタートボタン
（p.10）

電源スイッチ

光デジタルオーディオ
（S/PDIF）出力端子
（p.68）

S映像出力端子
（p.82）

NXパッド（p.4）

キーボード（p.6）

音量調節つまみ （p.66）

ヘッドフォン／オーディオ
出力端子 / （p.67）

外部マイクロフォン
端子 （p.69）

赤外線通信ポート

IEEE1394コネクタ
（p.99）

※各端子の形状が分かるよう
　イラストを加工しています。
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本体各部の名称

■本体背面／左側面

■本体底面

PCカードイジェクト
ボタン（p.104）

PCカードスロット
（p.102）

デュアルメモリー
スロット

  
（p.27）

ワイヤレススイッチ
（ワイヤレスLANモデル）（p.59）

マウス／テンキーボード用
コネクタ / （p.110）

DCコネクタ

パラレルコネクタ （p.109）

シリアルコネクタ （p.109）

外部CRT用コネクタ （p.81）

電話回線用モジュラーコネクタ
（p.62）

LANコネクタ （p.47）

盗難防止用ロック （p.87）

USBコネクタ （p.97）
CD/DVDドライブ（p.12）

バッテリアンロック
（p.38）

ツメ
両方のツメを立てることに
よって、本体の角度調節が
できます。 メモリスロット（p.105）

バッテリパック（p.37）
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エヌエックス

NXパッド

NXパッドの操作は、このパソコンに入っている「パソコンのいろはⅡ」で練習
できます。「パソコンのいろはⅡ」については、「ぱそガイド」-「パソコンの練
習と基本」-「練習」をご覧ください。

パッドを指先でなぞると、画面上のポインタ が動きます。ソフトを起動したり、アイ
コンや画面を動かしたりなどの操作が行えます。

名称と役割

NXパッド

・NXパッドの使い方について→ 「ぱそガイド」-「パソコンの練習と基本」-「お助け操作集」-「マウ
ス／NXパッド」-「NXパッドの使い方」

・NXパッドをより使いやすく設定する→ 「ぱそガイド」-「パソコンの練習と基本」-「使いこな
しのヒント」-「パソコンを快適に使うために」-「マウス／NXパッドを使いやすく」または、
「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「NXパッドの設定」

名称
パッド

クリックボタン

スクロールボタン

番号 機能
ここを指先でなぞると、ポインタ が動きます。

左右2つのボタンがあります。左側のボタンは主に操作の
決定などに使います。右側のボタンはポインタが示す場所
に関連するメニューを表示するときなどに使います。

画面に内容を表示しきれないときに，上下に動かすことで
画面の表示範囲を変え（スクロール）、隠れている部分を表
示できます。
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NXパッド

スクロールボタンを使う

スクロールボタンを使うと、画面の表示範囲を上下方向に変えたり（スクロール）、画
面の内容を拡大または縮小表示できます。

・スクロールボタンの機能に対応していないソフトでは使えません。

・ズーム機能は、画面の内容を拡大または縮小表示できるソフトで使えます。

・ソフトによっては、ポインタの位置によって動作が異なることがあります。

画面の表示範囲を上下方向に変える（スクロール）

1 上下スクロールバーがある画面をクリックする

2 スクロールボタンのパッド側、または手前側を押す
パッド側を押すと画面の表示範囲が上方向に、手前側を押すと画面の表示範囲が
下方向に変わります。
また、スクロールボタンを押したままにすると、画面の表示範囲が連続して上下方
向に変わります。

画面の内容を拡大または縮小表示する（ズーム機能）

1 拡大または縮小表示したい画面にポインタを動かす

2 キーボードの【Ctrl】を押したまま、スクロールボタンのパッド側、または手前
側を押す
パッド側を押すと画面の内容が拡大表示され、手前側を押すと縮小表示
されます。



6

!2【 】： アプリケーションキー

!3【Alt】： オルトキー

!4【カタカナ ひらがな】： かなキー

!5【変換】： 変換キー

!6 スペースキー

!7【無変換】： 無変換キー

!8【 】： Windowsキー

!9【Fn】： エフエヌキー

@0【Caps Lock】： キャップスロックキー

@1【Tab】： タブキー

@2【半角／全角】： 半角／全角キー

q【Esc】： エスケープキー

w【F1】～【F12】： ファンクションキー

e【Ins】： インサートキー

r【Del】： デリートキー

t【Pause】： ポーズキー

y【Num Lock】： ニューメリックロックキー

u【Back Space】： バックスペースキー

i【Enter】： エンターキー（リターンキー）

o【Shift】： シフトキー

!0【↑】【↓】【←】【→】： カーソル移動キー

!1【Ctrl】： コントロールキー

キーボード

キーボードの操作は、このパソコンに入っている「パソコンのいろはⅡ」で練習
できます。「パソコンのいろはⅡ」については、 「ぱそガイド」-「パソコンの練
習と基本」-「練習」をご覧ください。

各キーの名称と一般的な役割について説明します。また、他のキーと組み合わせるこ
とで、パソコンの設定を変更したり、キーの役割を変更できる、特殊なキーについて
も説明します。

キーの名称

キーボード

q w y t re

@2

@1

@0

o

u

i

o

!9 !1 !8 !3 !7 !6 !5 !4 !3 !2 !1 !0
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キーの使い方

キーボードの設定は、「スタート」-「コントロールパネル」-「プリンタとその他の
ハードウェア」-「キーボード」をクリックすると表示される、「キーボードのプ
ロパティ」ウィンドウで行います。また、「日付、時刻、地域と言語のオプション」-
「地域と言語のオプション」-「言語」タブの「詳細」ボタンをクリックすると表示
される、「テキストサービスと入力言語」ウィンドウでも行うことができます。

キーボードをより使いやすく設定する→ 「ぱそガイド」-「パソコンの練習と基本」-「使いこな
しのヒント」-「効率的な操作方法」-「キー操作を楽に」、または 「ぱそガイド」-「パソコンの設
定」-「パソコンの機能」-「キーボードの設定」

日本語入力の方法を切り替える特殊なキーについて

キーのロックについて

【Num Lock】と【Caps Lock】がロックされているかいないかで、入力できる文字
は変わります。

キーボード

説　　明
押すごとに、日本語入力システムのオン／オフが切り替わ
ります。

日本語入力システムがオンになっているとき、一度押すと
かな入力モードになり、キー上面のかな文字で日本語を入
力できるようになります。もう一度押すとローマ字入力
モードになり、キー上面のアルファベットの組み合わせで
日本語を入力できるようになります。

日本語入力システムがオンになっているとき、一度押すと
英数字を入力できるようになります。

日本語入力システムがオンになっていて英数字が入力さ
れるモードになっているとき、一度押すとひらがなやカタ
カナを入力できるようになります。

キー操作
【半角／全角】

【Alt】＋
【カタカナ ひらがな】

【Caps Lock】

【カタカナ ひらがな】

説　　明
一度押すとニューメリックロックキーランプ（ ）が点灯
し、キー前面に青色で表示されている数字や記号を入力で
きるようになります。もう一度押すとランプは消灯し、
キー上面の文字を入力できるようになります。

一度押すとキャップスロックキーランプ（ ）が点灯し、ア
ルファベットの大文字を入力できるようになります。もう
一度押すとランプは消灯し、アルファベットの小文字を入
力できるようになります。

キー操作
【Num Lock】

【Shift】＋【Caps Lock】
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アプリケーションキーとWindowsキーについて

アプリケーションキーとWindowsキーは、ソフトによってどのように機能するかは
異なりますが、標準で次のような機能が割り当てられています。

キーボード

説　　明
右クリックしたときと同じ状態になります。

Windowsの「スタート」メニューを表示します。

「ファイル名を指定して実行」ウィンドウを表示します。

現在起動しているウィンドウすべてをボタンにしてタス
クバーに表示します。

【 】＋【M】でタスクバーにボタン表示しているウィンド
ウを元の大きさに戻します。

Windowsのヘルプを起動します。

「マイコンピュータ」ウィンドウを表示します。

ファイルやフォルダを検索するウィンドウを表示します。

コンピュータを検索するウィンドウを表示します。

タスクバーに表示されているボタンを順番に切り替えます。

キー操作
【 】（アプリケーションキー）

【 】（Windowsキー）

【 】＋【R】

【 】＋【M】

【Shift】＋【 】＋【M】

【 】＋【F1】

【 】＋【E】

【 】＋【F】

【Ctrl】＋【 】＋【F】

【 】＋【Tab】
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【Fn】＋【F2】、【Fn】＋【F6】、【Fn】＋【F12】の設定については、パソコンを起動
するたびに設定しなおす必要があります。

【Fn】（エフエヌキー）について

【Fn】と他のキーを組み合わせることで、パソコンの設定を変更したり、キーの役割を
変えることができます。これをホットキー機能といいます。

キーボード

キー操作
【Fn】+【F2】

【Fn】＋【F3】

【Fn】＋【F5】

【Fn】＋【F6】

【Fn】＋【F8】

【Fn】＋【F9】

【Fn】＋【F12】

【Fn】＋【Ins】

【Fn】＋【Del】

【Fn】＋【 】

【Fn】＋左【Alt】

【Fn】＋【Pause】

【Fn】＋【↑】

【Fn】＋【↓】

【Fn】＋【←】

【Fn】＋【→】

機　　能
サブウーファのオン／
オフ

ディスプレイの切り替
え（ ）

画面の伸縮
（ディスプレイストレッ
チ機能）

ビープ音のオン／オフ
（ ）

輝度を上げる
（ ）

輝度を下げる
（ ）

スクロールロック

プリントスクリーン

システムリクエスト

右Windows

右Alt

Break

Page Up

Page Down

Home

End

説　　明
サブウーファのオン／オフを切り替
えます。（p.65）

市販の外部ディスプレイやテレビを
接続しているときに、パソコンの画面
を表示するディスプレイを切り替え
ます(p.82)。

液晶ディスプレイの解像度よりも低
い解像度でWindowsを使用している
ときに、液晶ディスプレイ全体に画面
を拡大表示する／しないを切り替え
ます(p.80)。

ビープ音のオン／オフを切り替えま
す。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
が明るくなります（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイ
が暗くなります（8段階）。

【Scr Lock】の役割をします。

【Prt Scr】の役割をします。

【Sys Rq】の役割をします。

右【 】の役割をします。

右【Alt】の役割をします。

【Break】の役割をします。

【PgUp】の役割をします。

【PgDn】の役割をします。

【Home】の役割をします。

【End】の役割をします。
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ワンタッチスタートボタン

押すだけでソフトを起動できるボタンを「ワンタッチスタートボタン」と呼びます。
このパソコンには、【インターネット】ボタンと【メール】ボタンの2つのワンタッチス
タートボタンがあります。

ボタンの名称と役割

ワンタッチスタートボタンの設定をする

【インターネット】ボタンや【メール】ボタンを押したときに起動するソフトなどの設
定は、「ワンタッチスタートボタンの設定」で変更できます。

ワンタッチスタートボタンの設定を変更する→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコン
の機能」-「ワンタッチスタートボタンの設定」、または「スタート」-「すべてのプログラム」-「ワン
タッチスタートボタンの設定」-「ワンタッチスタートボタンの設定 ヘルプ」

ワンタッチスタートボタン

説　　明
「Internet Explorer（インターネットエクスプロー
ラ）」を起動するためのボタンです。購入時の状態では
「インターネット無料体験」またはインターネットに
接続するためのウィザード画面が起動します。

電子メールのソフトを起動するためのボタンです。購
入時の状態では「Outlook 2003（アウトルック
2003）」、「Outlook Express（アウトルックエクス
プレス）」またはインターネットに接続するための
ウィザード画面が起動します。

表示 ボタンの名称
【インターネット】ボタン

【メール】ボタン
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ワンタッチスタートボタン

ワンタッチスタートボタンを使用するときの注意

・セーフモードなど、Windowsのキーボードドライバが動作しない状態では、ワン
タッチスタートボタンは使えません。

・休止状態またはスタンバイ状態からワンタッチスタートボタンを押して復帰した
ときに、設定したソフトが起動しない場合があります。
このような場合は、次のどちらかの設定を行ってください。
-「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源オ
プション」をクリックし、「詳細設定」タブの「スタンバイから回復するときにパ
スワードの入力を求める」の  をクリックして  にする

-「スタート」-「コントロールパネル」-「ユーザーアカウント」-「ユーザーアカウン
ト」-「ユーザーのログオンやログオフの方法を変更する」の「ユーザーの簡易切
り替えを使用する」の  をクリックして  にする

・パソコンの電源を切った状態からソフトを起動させる場合、ユーザーアカウント
を複数設定していると、ログオン画面でユーザーを選ぶ必要があります。また、パ
スワードを設定している場合は、ログオンユーザーのパスワードを入力する必要
があります。

・ワンタッチスタートボタンを無効に設定している場合は、「3D切り替え」ボタン
も無効になります。
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CD/DVDドライブ

ここでは、このパソコンのCD/DVDドライブで使えるディスクの種類や取り扱うと
きの注意、ディスクのセットのしかたなどについて説明します。

使用できるディスク

このパソコンのCD/DVDドライブで使えるディスクは、次のとおりです。

�◎ 読み込み・書き込み可
�○ 読み込みのみ可(書き込み不可)
�× 読み込み・書き込み不可

�※1: スーパーオーディオCDのハイブリッド版では、オーディオトラックのみ再生可能です。
�※2: 片面2.6GバイトのDVD-RAMおよび、両面5.2GバイトのDVD-RAMは、読み込みのみ可(書き込み、

フォーマット不可)。なお、カートリッジから取り出せないタイプのDVD-RAMは利用できません。

CD/DVDドライブ

音楽CD、ビデオCD、
フォトCD、CD-ROM

○

○

ディスク

ドライブ

DVD-RAM/R/
RWドライブ

DVD-RAM/R/
RW with
DVD+R/RW
ドライブ

CD-R
CD-RW

◎

◎

DVD-ROM
(DVD-Video)

○

○

DVD-R
DVD-RW

◎

◎

DVD+R
DVD+RW

×

◎

DVD-RAM

◎※2

◎※2

スーパー
オーディオCD

×※1

×※1
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概要
パソコンで見るための情報が入っているCDです。このパソコンで使え
るのは「Windows 95」、「Windows 98」、「Windows Me」、
「Windows 2000」、「Windows XP」対応のCD-ROMで、
「Macintosh専用」のものは使えません。

データを書き込むことができるCDです。CD-RWはCD-Rとは異なり、
データを繰り返し書き換えることができます。

一般の音楽CDのことです。

記録形式の違いにより、一般の音楽CDよりも高音質、大容量で記録された
CDのことです。ハイブリッド版は、一般の音楽CDの情報が記録された層
と、スーパーオーディオCDの情報が記録された層からなる2層構造に
なっています。

音声と動画が記録されたCDです。

写真画像が記録されたCDです。

CD-ROMの約7倍（片面一層の場合）の量のデータを記録できるディス
クです。百科事典や地図が記録されているものなどがあります。

映画やドキュメンタリーが高画質、高音質で記録されているDVDです。

データを書き込むことができるDVDです。
DVD-RW、DVD+RWはDVD-R、DVD+Rとは異なり、データを繰
り返し書き換えることができます。

・Windows 2000対応のほとんどのCD-ROMは、Windows XPで使うこ
とができます。Windows 95/98/Me対応のCD-ROMは、Windows XP
で使えるものとそうでないものがあります。ご購入前に確認してください。

・MacintoshでもWindowsでも使えるように作られた「ハイブリッド
CD」というCDもあります。

CD/DVDドライブ

規格
CD-ROM

CD-R
CD-RW

音楽CD

スーパーオーディオCD

ビデオCD

フォトCD

DVD-ROM

DVD-Video

DVD-R
DVD-RW
DVD+R
DVD+RW
DVD-RAM

それぞれのディスクの特徴は、次のとおりです。
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・このパソコンでは、規格外のCD、DVDは使用できません。無理に使用した
場合、再生や作成ができないだけでなく、破損の原因となる場合がありま
す。�

- 名刺型、星型等の円形ではない、異形ディスク

- 厚さが薄いDVD

- 規格外に容量の大きな書き込み媒体

など�

また、コピーコントロールCDについても、正式なCD規格に準拠しない特殊
なディスクであり、パソコンでの再生および、ハードディスクなどへの保存
等の動作は保証しかねます。

・このパソコンで音楽CDを使用する場合、ディスクレーベル面にCompact
Discの規格準拠を示す[CD ロゴ](  )マークの入ったディスクを使
用してください。

・CD(Compact Disc)規格外ディスクを使用すると、正常に再生ができな
かったり、音質が低下したりすることがあります。

ディスクを取り扱うときの注意

�・信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。
�・ディスクにラベルを貼ったり、傷を付けたりしないでください。また、ラベル面に
文字を書く場合には、ペン先の柔らかいもの（フェルトペン等）で書くようにして
ください。
�・上に重いものを載せたり、曲げたり、落としたりしないでください。
�・汚れたときは、やわらかい布で内側から外側に向けて拭いてください。
�・清掃するときは、CD専用のスプレーをお使いください。
�・ベンジン、シンナーなどで拭かないようにしてください。
�・ゴミやホコリの多い場所での使用は避けてください。
�・直射日光のあたる場所や、温度の高い場所に保管しないでください。

使用後は、収納ケースに入れるようにしてください。��
�

CD/DVDドライブ
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CD/DVDドライブを使用するときの注意

・CD/DVDドライブ内のレンズには触れないでください。
・ラベルやテープが貼られているなど、重心バランスの悪いディスクを使用すると、
使用時の振動や故障の原因となります。

ディスクのセットのしかたと取り出し方

ディスクをセットする

1 CD/DVDドライブのイジェクトボタンを押す
ディスクトレイが少し飛び出します。

・ディスクトレイの出し入れは、本体の電源が入っているときにしかできま
せん。

・停電やソフトの異常な動作などが原因で、イジェクトボタンを押しても
ディスクトレイが飛び出さない場合に、ディスクトレイを無理に引き出そ
うとするとCD/DVDドライブが壊れることがあります。

イジェクトボタンを押してもディスクトレイが出てこない場合→『困ったときのQ&A』PART2
の「CD/DVDドライブ」

CD/DVDドライブ

イジェクトボタン

アクセスランプ
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2 ディスクトレイを静かに引き出す

3 ディスクのデータ面 （文字などが印刷されていない面）を下にして、傷など付
けないようディスクトレイの中央に置き、軸にしっかりはめ込む

4 イジェクトボタンに触れないようにディスクトレイの前面を押して、ディス
クトレイを元の位置に戻す

CD/DVDドライブ

軸
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CD/DVDドライブ

ディスクを取り出す

1 CD/DVDドライブのイジェクトボタンを押す
ディスクトレイが少し飛び出します。

・ディスクへのアクセス中（アクセスランプ点灯時）は、ディスクを取り出さ
ないでください。

・ディスクトレイの出し入れは、本体の電源が入っているときにしかできま
せん。

・停電やソフトの異常な動作などが原因で、イジェクトボタンを押しても
ディスクトレイが飛び出さない場合に、ディスクトレイを無理に引き出そ
うとするとCD/DVDドライブが壊れることがあります。

イジェクトボタンを押してもディスクトレイが出てこない場合→『困ったときのQ&A』PART2
の「CD/DVDドライブ」

2 ディスクトレイを静かに引き出してから、ディスクを取り出す

ディスクトレイからディスクを取り出すときに、ディスクを落としたり、傷を
付けたりしないように注意してください。

3 イジェクトボタンに触れないようにディスクトレイの前面を押して、ディス
クトレイを元の位置に戻す
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ディスクを読み込む（再生する）

音楽CDを再生する

このパソコンにインストールされている「BeatJam」で音楽CDを再生できます。

このパソコンでは、音楽CDのデジタル再生のみサポートしています。アナログ
再生はサポートしていません。

�

「BeatJam」の使い方について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別
目次」、または「スタート」-「すべてのプログラム」-「JUSTSYSTEM アプリケーション」-
「BeatJam」-「BeatJamのマニュアル」

DVD-Videoディスクを再生する

このパソコンにインストールされている「WinDVD」でDVD-Videoディスクを再生
できます。
また、パソコンに市販のディスプレイを接続すれば、DVD-Videoディスクの映像を
大きな画面で楽しむことができます。

・「WinDVD」の使い方について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別
目次」、または「WinDVD」のヘルプ

・市販のディスプレイを接続する→このPARTの「表示機能」の「外部ディスプレイと連携させる」
（p.81）

このパソコンでは、リージョンコード（国別地域番号）が2またはフリーに設定
されているDVD-Videoディスクのみ再生することができます。

CD/DVDドライブ
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CD/DVDドライブ

ディスクに書き込む

CD-R/RW、DVD-R/RWやDVD+R/RWにデータを書き込む

このパソコンにインストールされている「RecordNow DX」を使うと、ＣＤ-Ｒ/RＷ、
DVD-R/RWやDVD+R/RWにデータを書き込んだり、音楽CDなどから好きな曲を
集めてCD-Rに書き込んで、オリジナル音楽CDを作ったりできます。

・お客様がオリジナルのCD-ROM、音楽CD、ビデオCD、DVD-ROM、DVD-
Videoなどの複製や改変を行う場合、オリジナルのCD-ROMなどについて
の著作権を保有していなかったり、著作権者から複製・改変の許諾を受けて
いない場合は、著作権法または利用許諾条件に違反することがあります。複
製などの際は、オリジナルのCD-ROMなどの利用許諾条件や複製に関する
注意事項にしたがってください。

・コピーコントロールCDなど、一部の音楽CDではオリジナル音楽CDを作成
できない場合があります。

・書き込みを行う前には必ず、他のソフトは終了し、スクリーンセーバーや常
駐プログラムを解除してください。また、書き込み中に省電力状態にならな
いように設定してください。

・書き込みに失敗したディスクは再生できなくなります。書き損じによる
ディスクの補償はできませんので、注意してください。

・作成したディスクのフォーマット形式や装置の種類などにより、他のドラ
イブでは使用できない場合がありますので、注意してください。

・「RecordNow DX」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別
目次」

・自動的に省電力状態にならないように設定する→このPARTの「省電力機能」の「省電力機能の
設定をする」（p.44）
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DVD-RAMにデータを書き込む

このパソコンでは、DVD-RAMを使用することもできます。
DVD-RAMにデータを書き込むには「DVD-RAM用ドライバーソフト」をインストー
ルする必要があります。インストールされていない場合はソフトナビゲーターから
インストールしてください。このソフトにより、ハードディスクやフロッピーディス
クと同様に、ファイルの書き込みや削除が可能になります。

・このパソコンのCD/DVDドライブでDVD-RAMメディアを使用するとき
は、カートリッジなしのタイプを使うか、メディア取り出し可能なカート
リッジタイプでメディアを取り出してお使いください。

・このパソコンのCD/DVDドライブは、片面2.6Gバイト／両面5.2Gバイト
のDVD-RAMメディアへの書き込み、書き換えには対応していません。

DVD-RAMを利用する設定にする

DVD-RAMを利用するためには、次の手順で設定を行ってください。設定を行わない
場合、CDに対する書き込みが優先され、DVD-RAMは利用できません。

1「スタート」-「マイコンピュータ」をクリックする

2 DVD-RAM/R/RWドライブまたはDVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW
ドライブのアイコンを右クリックする

3 表示されたメニューの「プロパティ」をクリックする

4「書き込み」をクリックする

5「このドライブでCD書き込みを有効にする」が  になっていることを確認
する
 になっていた場合は、  をクリックして  にしてください。

6「OK」をクリックする

CD/DVDドライブ
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DVD-RAMをフォーマットする

フォーマットされていないDVD-RAMにデータを書き込むにはフォーマットが必要
です。次の手順でフォーマットを行ってください。

1 DVD-RAM/R/RWドライブまたはDVD-RAM/R/RW with DVD+R/RW
ドライブに、フォーマットするDVD-RAMメディアをセットする

2「スタート」-「すべてのプログラム」-「DVD-RAM」-「DVD-RAM ドライバー」-
「DVDForm」をクリックする
次の画面が表示されます。

3「フォーマット種別」と「ボリュームラベル」の項目を設定して「開始」をクリッ
クする
フォーマット確認の画面が表示されます。

4「はい」をクリックする
フォーマットがはじまります。

5 フォーマットが終了して、次の画面が表示されたら「OK」をクリックする

6 をクリックして画面を閉じる

CD/DVDドライブ
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他のドライブやプレーヤーでディスクを読み込むときの注意

CD-RやCD-RWを他のCD-ROMドライブで読み込むときの注意

CD/DVDドライブでデータを書き込んだCD-RやCD-RWを、他のCD-ROMドライ
ブで読み込めるようにするには、書き込みに使用したソフトによっては注意が必要
なことがあります。詳しくは、ソフトに添付のマニュアルやヘルプで確認してくださ
い。また、CD-RやCD-RWによっては、お使いのCD-ROMドライブでは読み込めない
場合があります。マルチリード対応のCD-ROMドライブであれば、読み込むことが
できます。マルチリード対応のCD-ROMドライブについては、各メーカーにお問い
合わせください。

他のDVDプレーヤーでメディアを読み込むときの注意

このパソコンのCD/DVDドライブは、次の規格に対応しています。
・DVD-R for General Ver.2.0
・ DVD-RW Ver.1.1

このパソコンのCD/DVDドライブで書き込みをしたDVD-RメディアやDVD-RW
メディアは上記の規格に準拠したDVDプレーヤーで再生できます。
また、上記の規格に準拠したDVDレコーダーで録画したDVD-RメディアやDVD-
RWメディアを、このパソコンのCD/DVDドライブで再生することもできます。

・このパソコンのDVD-RAM/R/RWモデルまたはDVD-RAM/R/RW with
DVD+R/RWモデルでは、DVDビデオフォーマットによる記録・再生がで
きますが、DVDビデオレコーディング規格のDVD-RAMディスクやDVD-
Rディスク、DVD+Rディスクはこのパソコンでは再生できない場合があり
ます。

・書き込みに使用するソフトによっては、他のDVDプレーヤーなどで再生で
きるようにするために注意が必要な場合があります。詳しくは使用するソ
フトのマニュアルをご覧ください。

・お客様がオリジナルのCD-ROM、音楽CD、ビデオCD、DVD-ROM、DVD-Video
などの複製や改変を行う場合、オリジナルのCD等についての著作権を保有して
いなかったり、著作権者から複製・改変の許諾を受けていない場合は、著作権法ま
たは利用許諾条件に違反することがあります。複製などの際は、オリジナルの
CD-ROMなどの利用許諾条件や複製に関する注意事項にしたがってください。

CD/DVDドライブ
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フロッピーディスクドライブ

ここでは、このパソコンで使えるフロッピーディスクの種類や取り扱うときの注意、
フロッピーディスクのセットのしかたについて説明します。

使用する前に

使用できるフロッピーディスク

USBフロッピーディスクドライブが添付されているモデルでは、1.44Mバイトまた
は720Kバイトでフォーマット※1されたフロッピーディスクを使用できます。※2

※1:フロッピーディスクなどをパソコンで使える状態にする作業のことで、「初期化」ともいいま
す。フォーマットされていないフロッピーディスクには何も保存できません。

※2:720Kバイトでフォーマットされたフロッピーディスクは、読み書きすることはできますが、
フォーマットすることはできません。

フロッピーディスクのフォーマット→ 「ぱそガイド」-「トラブル解決」-「Step 2 カテゴリー
別Q&A」-「フロッピーディスク」-「Q フロッピーディスクをフォーマットしたい」または、Win-
dowsのヘルプ

フロッピーディスクドライブが添付されていないモデルをお使いの場合、この
パソコンでフロッピーディスクを使用するには、別売のフロッピーディスクド
ライブ（PC-VP-WU14）が必要になります。

フロッピーディスクを取り扱うときの注意

●磁石に注意
フロッピーディスクが壊れると大切なデータやソフトウェアが使えなくなります。
特に注意していただきたいのは磁石です。フロッピーディスクは、磁力で情報を記録
しているので、磁石を近づけると、簡単に内容が消えてしまいます。
磁石はテレビやスピーカにも使われています。これらの上にフロッピーディスクを
置いたりしないようにしてください。また、ホワイトボードの磁石なども要注意です。

フロッピーディスクの取り扱いに関する一般的な注意については、フロッピー
ディスクのケースに入っている説明書をご覧ください。

��

フロッピーディスクドライブ
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●その他の注意
・シャッターを開けて、中のディスクには触れないでください。

・ラベルに鉛筆で記入したり、消しゴムを使ったりしないでください。
・ラベルは正しい位置に貼ってください。また、2枚以上の重ね貼りは行わないでく
ださい。

・飲食、喫煙しながら使わないでください。
・溶剤類、飲み物などを近づけないでください。
・ゴミやホコリが多い場所での使用は避けてください。
・汚れたフロッピーディスクは使わないでください。
・クリップなどではさんだり、投げたり、落としたりしないでください。
・使わないときは収納箱に入れて保管してください。
・上に重いものを載せたり、曲げたりしないでください。
・直射日光の当たる場所、暖房器具の近くなど温度が高くなる所、ゴミやホコリが多
い所に置かないでください。

フロッピーディスクドライブを使用するときの注意

・PC-9800シリーズのパソコンでフォーマットされたフロッピーディスクを使っ
てシステムを起動することはできません。

・ディスクのコピーを行う場合、コピー先のフロッピーディスクは、コピー元のフ
ロッピーディスクと同じ容量でフォーマットされたものを使用してください。

・フォーマットしていないフロッピーディスクを使用すると、処理に時間がかかる
場合があります。

フロッピーディスクドライブ

シャッター
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フロッピーディスクドライブを接続する

フロッピーディスクを使用する前に、フロッピーディスクドライブをパソコンに接
続します。

1 フロッピーディスクドライブのプラグを、パソコン背面のUSBコネクタ
（ ）に接続する

USBコネクタに接続する→PART2の「USBコネクタ」（p.97）

フロッピーディスクドライブを取り外す

フロッピーディスクドライブを接続すると、画面右下の通知領域に が表示されま
す。フロッピーディスクドライブを使わないときは、PART2の「周辺機器を使用する
ときのポイント」の「周辺機器の取り付け／取り外しのポイント」（p.96）をご覧にな
り、正しい手順で取り外してください。

フロッピーディスクのセットのしかたと取り出し方

フロッピーディスクをセットする

1 ラベル面を上にして、カチッと音がするまでフロッピーディスクを水平に差
し込む
フロッピーディスクがセットされるとイジェクトボタンが少し飛び出します。

フロッピーディスクをセットするときは、ディスクを曲げないように、まっす
ぐに入れてください。

フロッピーディスクドライブ

イジェクトボタン
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フロッピーディスクを取り出す

・フロッピーディスクを取り出すときは、必ずアクセスランプが消えている
ことを確認してください。アクセスランプが点灯(あるいは点滅)していると
きに取り出すと、フロッピーディスクやフロッピーディスクドライブの故
障や、データの不具合の原因になります。

・フロッピーディスクを取り出すときは、ディスクを曲げないように、まっす
ぐに取り出してください。

1 イジェクトボタンを押す
フロッピーディスクが少し飛び出します。

2 フロッピーディスクを水平に引き出す

フロッピーディスクドライブ

アクセスランプ

イジェクトボタン
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デュアルメモリースロット

このパソコンでは「SDメモリーカード」や「メモリースティック」、「メモリース
ティックPRO」を使うことができます。

使用する前に

「SDメモリーカード」、「メモリースティック」でできること

■Windows上のファイルをコピーする
Windows上で作成したファイルを「SDメモリーカード」や「メモリースティック」、
「メモリースティックPRO」に保存することができます。
著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なWindows上のファ
イルは、「マイコンピュータ」や「エクスプローラ」などで扱うことができます。

■デジタルカメラの画像をパソコンで見る、保存する
デジタルカメラで撮影して「SDメモリーカード」や「メモリースティック」に記録さ
れたデータをパソコンで見たり、保存したりすることができます。

■音楽CDの曲を保存する
BeatJam(SDメモリーカード用モード)を使用して音楽CDなどの曲を「SDメモ
リーカード」に保存し、SD Audio規格に対応したポータブルプレイヤーなどのオー
ディオ機器で再生することができます。詳しくは  「ぱそガイド」-「アプリケーショ
ンの紹介と説明」-「50音別目次」、または「BeatJam」のマニュアルをご覧ください。

・音楽データによっては利用できない場合があります。

・このパソコンのデュアルメモリースロットは「メモリースティック」や「メ
モリースティックPRO」の「マジックゲート」(著作権保護機能)には対応し
ておりません。

・インターネットの音楽配信サイトなどから購入した音楽データは、
「BeatJam［SD Memory Card Option］」を使って「SDメモリーカード」
に保存することはできません。

デュアルメモリースロット
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「SDメモリーカード」、「メモリースティック」を使用するときの注意

・静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所では使わないでください。データが破
壊されることがあります。

・パソコン、または「SDメモリーカード」、「メモリースティック」、「メモリース
ティックPRO」などの不具合により、音楽データを録音できなかった場合、および
音楽データが破損または消去された場合、データの内容は補償しかねます。

・あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に
無断で使用できません。

・各メモリーカードの取り扱いについては、各メモリーカードに付属している取り
扱い説明書などをご覧ください。

・「SDメモリーカード」のフォーマット（初期化）が必要な場合は、「SDメモリーカー
ド」専用機器やSD規格対応のソフトウェアでフォーマットを行うことをおすす
めします。

・「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」のフォーマット（初期化）が必要
な場合は、デジタルカメラなどの「メモリースティック」専用機器や「マジックゲート
メモリースティック」専用機器でフォーマットを行うことをおすすめします。
WindowsのFATフォーマットを行うことも可能ですが、「メモリースティック」
専用機器で使用する場合の動作は保証されておりません。

・このパソコンのデュアルメモリースロットは高速データ転送、および
「MagicGate」（マジックゲート）対応の「メモリースティックDUO」の高速デー
タ転送、および「MagicGate」（マジックゲート）には対応しておりません。読み込
み及び書き込み速度は「メモリースティック」と同等です。

・「メモリースティックPRO DUO」の「MagicGate」（マジックゲート）には対応し
ておりません。

・「SDメモリーカード」の種類や取り扱い方などについて詳しくは、（株）東芝、松下
電器産業（株）、米国SanDisk社のホームページをご覧ください。

・このパソコンのデュアルメモリースロットでは、マルチメディアカードも使うこ
とができますが、すべての動作を保証するものではありません。
マルチメディアカードの種類や取り扱い方については、米国SanDisk社のホーム
ページをご覧ください。

・「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」の種類や取り扱い方などにつ
いて詳しくは、ソニー株式会社のホームページをご覧ください。
　　http://www.sony.jp/products/ms/index.html

デュアルメモリースロット



29

PPPPP
AAAAA
RRRRR
TTTTT

1
こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
機
能

「SDメモリーカード」、「メモリースティック」のセットのしかたと取り出し方

「SDメモリーカード」、「メモリースティック」のセットのしかた

・「miniSDカード」をご使用になる場合は、必ずminiSDアダプターに装着し
てご使用ください。詳しくは「miniSDカード」の取り扱い説明書をご覧くだ
さい。

・「メモリースティックDUO」をご使用になる場合は、必ずメモリースティッ
クDUOアダプターに装着してご使用ください。詳しくは「メモリース
ティック」の取り扱い説明書をご覧ください。

1「SDメモリーカード」や「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」
の向きに注意して、デュアルメモリースロットに奥までしっかり差し込む

・ 「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」の場合

・ 「SDメモリーカード」の場合

デュアルメモリースロット
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「SDメモリーカード」、「メモリースティック」の取り出し方

デュアルメモリースロットアクセスランプ（ ）（p.2）点灯中は、絶対に「SDメ
モリーカード」や「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」を取り出
さないでください。ドライブの故障やデータの不具合の原因となります。

1「SDメモリーカード」、「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」を
押す
「SDメモリーカード」、「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」が飛び
出します。

2「SDメモリーカード」、「メモリースティック」、「メモリースティックPRO」を
水平に引き抜く

デュアルメモリースロット
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バッテリ

このパソコンは、コンセントがない場所でもバッテリの電源のみで使用できます。
バッテリの電源のみでの駆動時間については、PART3の「仕様一覧」をご覧くださ
い。

バッテリを上手に使うコツ

パソコンを使っていて、気が付かないうちに何時間も経っていたということはよく
あります。でもバッテリ残量に注意してください。バッテリの電源のみでパソコンを
使っているときにバッテリ残量がなくなると、作成中のデータが失われたり、データ
が壊れることがあります。
このようなことを防ぐために、バッテリの電源のみでパソコンを使うときには、こま
めにバッテリ残量を確認し(p.32)、残量が少なくなったらバッテリを充電しましょ
う(p.34)。バッテリ残量が少なくなったときに、音やテキストでバッテリ残量を知ら
せたり、自動的に省電力状態になるようにあらかじめ設定しておく(p.33)こともで
きます。
また、バッテリは、使いつづけていくうちに、フル充電してもバッテリの電源のみで
パソコンを使用できる時間が以前よりも短くなっていきます。このようなときは、
バッテリリフレッシュを行う(p.35)ことでバッテリの性能を回復できます。バッテ
リリフレッシュを行ってもバッテリの性能が回復しないときは、新しいバッテリ
パックに交換する(p.37)ことをおすすめします。

バッテリ
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バッテリ残量について

バッテリ残量を確認する�

バッテリの電源のみでパソコンを使っているときは、電源ランプ（ ）の状態でバッ
テリ残量を確認できます。

�
�※：「緑色」「黄色」「オレンジ色」「消灯」は、電源ランプの状態を表します。電源ランプが「黄色」「オレン

ジ色」「消灯」のときは、バッテリを充電しましょう(p.34)。
�※：パソコン本体がスタンバイ状態のときは、電源ランプは点滅します(バッテリ残量がない場合を除

く)。
�※：バッテリ残量が少ないままバッテリの電源のみでパソコンを使い続けると、再度バッテリ残量が

少ないというメッセージが表示された後、しばらくすると自動的に休止状態(p.40)になり、電源

ランプが消灯します。

�
パソコンの電源が入っているときは、次の方法でバッテリ残量を確認することもで
きます。

■画面右下の通知領域で確認する
の上にポインタ をあわせると、バッテリ残量が表示されます。また、 をダブルク
リックすると、バッテリについての詳しい情報が表示されます。

■「電源オプションのプロパティ」で確認する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「電源メーター」タブをクリックする
バッテリの状態を確認できます。

緑色（バッテリ残量は
十分あります）�

黄色（バッテリ残量が
少なくなっています）�

オレンジ色（バッテリ
残量があとわずかです）�

多い� バッテリ残量�

バッテリ残量がない状態�

少ない�

バッテリがフル充電
された状態�

消
　
灯�

バッテリ
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バッテリ残量が少なくなったときには

バッテリ残量が少なくなったときは、次のどちらかの操作を行ってください。

●ACコンセントが使えないとき
使えるACコンセントが近くにない、ACアダプタを持ってきていないなどの理由で、
すぐにACコンセントを使用できないときは、使用中のソフトを終了して、パソコン
の電源を切ってください。

●ACコンセントが使えるとき
ACアダプタを持っていて、使えるACコンセントが近くにあるときは、パソコンに
ACアダプタを接続してバッテリを充電してください。詳しくは、この後の「バッテリ
を充電する」(p.34)をご覧ください。

バッテリ残量が少なくなったときの動作を設定する

バッテリのみでパソコンを使用しているときに、バッテリ残量が少なくなったり、残
りわずかになったときのパソコンの動作を設定できます。

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「アラーム」タブをクリックする

3「電源レベルが次に達したらバッテリ低下アラームで知らせる」（バッテリ低下
アラーム）と、「電源レベルが次に達したらバッテリ切れアラームで知らせる」
（バッテリ切れアラーム）の が になっていることを確認する
になっている場合、 になっているアラームは動作しません。

4「アラームの動作」をクリックする
表示されるウィンドウで、次の項目を設定できます。

・通知方法
音やテキストでバッテリ残量を知らせるかどうかを設定できます。

・アラームの動作
「アラーム後のコンピュータの動作」の左の をクリックして にすると、設定し
たバッテリ残量になったときの動作をスタンバイ、休止状態、シャットダウンから
選べます。 になっている場合は何もしません。

・プログラムの実行
「アラーム時に、このプログラムを実行する」の左の をクリックして にする
と、設定したバッテリ残量になったときにプログラムを実行できます。「プログラ
ムの構成」を押して、実行するプログラムの設定をしてください。

バッテリ
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5「OK」をクリックする

バッテリを充電する

バッテリを充電するときの注意

・バッテリの充電中は、バッテリパックをパソコンから取り外さないでください。
ショートや接触不良の原因になります。

・できるだけフル充電するようにしてください。バッテリ残量が少ない状態で少量
の充放電を繰り返すと、バッテリ残量に誤差が生じることがあります。

・購入直後や長期間放置したバッテリは、必ずフル充電してから使用してください。

バッテリ充電のしかた

バッテリパックをパソコンに取り付けて、ACアダプタをACコンセントに接続して
ください。自動的にバッテリの充電がはじまります。バッテリがフル充電されるまで
の時間については、PART3の「仕様一覧」をご覧ください。

バッテリを充電しながらパソコンを使用することもできます。

バッテリが充電中かどうかは、バッテリ充電ランプ（ ）で確認できます。

バッテリ充電ランプ

バッテリ充電ランプが点滅しているときは、バッテリパックを取り付け直して
ください。

バッテリパック、ACアダプタを取り付ける→『はじめにお読みください』の「接続しよう」

バッテリの充電状態
バッテリ充電中

バッテリのエラー

ACアダプタが接続されていない、または充電完了

バッテリ充電ランプの状態
オレンジ色に点灯している

オレンジ色に点滅している

消灯している

バッテリ
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バッテリリフレッシュについて

バッテリは、使いつづけていくうちに、フル充電してもバッテリの電源のみでパソコ
ンを使用できる時間が以前よりも短くなっていきます。このようなときは、バッテリ
リフレッシュを行うことでバッテリの性能を回復できます。
バッテリリフレッシュを行うのは、次のようなときです。
�
・バッテリの電源のみでパソコンを使用できる時間が、以前よりも短くなったとき
・購入直後や長期間放置した後で、バッテリの性能が一時的に低下しているとき
・バッテリの残量表示に誤差が生じているとき

バッテリリフレッシュを行う

1 パソコンの電源を切る

2 バッテリリフレッシュを行いたいバッテリパックをパソコンに取り付ける

3 パソコンにACアダプタを接続し、電源コードをACコンセントに差し込む
バッテリ充電ランプが点滅している場合は、一度ACアダプタを取り外し、バッテ
リパックを取り付けなおしてください。

4 バッテリをフル充電する
バッテリがフル充電されると、バッテリ充電ランプが消灯します。

5 BIOSセットアップユーティリティを起動する（p.112）

6 電源コードのプラグをACコンセントから抜き、ACアダプタをパソコンから
取り外す

7【→】を押して「終了」を選び、【↓】を押して「バッテリリフレッシュ」を選んで
から【Enter】を押す
バッテリリフレッシュがはじまります。

バッテリ
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バッテリリフレッシュ中は、液晶ディスプレイを開いたままにしてください。
また、バッテリリフレッシュ中はACアダプタを接続しないでください。

バッテリリフレッシュが完了すると、自動的にパソコンの電源が切れます。
電源が切れたら、ACアダプタと電源コードを接続してバッテリをフル充電してくだ
さい。

バッテリリフレッシュを中断する

バッテリリフレッシュを中断するときは、電源スイッチを約4秒以上押し続けてくだ
さい。バッテリリフレッシュが中断されて、パソコンの電源が切れます。

バッテリリフレッシュ中に、【Esc】を押したり、ACアダプタを接続したりする
と、バッテリリフレッシュの中断を確認するメッセージが表示されます。この
とき、ACアダプタを接続している場合はACアダプタを取り外した後、【↑】ま
たは【↓】を押して「Continue Battery Refresh」を選んで【Enter】を押して
ください。バッテリリフレッシュが続行されます。

バッテリ
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バッテリパックを交換する

バッテリリフレッシュを行ってもバッテリの性能が回復しない場合は、新しいバッ
テリパックを購入して交換してください。

このパソコンで使用できる交換用バッテリパック

このパソコンに取り付けることのできる交換用のバッテリパックは、次の表のとお
りです。

バッテリパックの交換をするときの注意

・バッテリやバッテリスロットの端子部分には絶対に触れないでください。接触不
良の原因となります。

・休止状態またはスタンバイ状態のままでバッテリパックを交換しないでくださ
い。バッテリパックの交換を行うときは、休止状態またはスタンバイ状態を解除し
てパソコンの電源を切ってください。

・特に必要でない限り、バッテリパックを交換しないでください。故障の原因となり
ます。

バッテリパックの交換のしかた

1 パソコンの電源を切る

2 電源コードのプラグをACコンセントから抜いて、ACアダプタをパソコンか
ら取り外す

3 液晶ディスプレイを閉じて、パソコンを裏返す

バッテリ

型番
PC-VP-WP64

品名
バッテリパック（リチウムイオン）

モデル
LaVie S
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4 バッテリパックの横にあるバッテリアンロック（ ）を矢印の方向にずらし
たまま、バッテリパックを矢印の方向へスライドさせ、取り外す

5 新しいバッテリパックを取り付ける
バッテリパックをゆっくり矢印の方向にスライドさせ、カチッと音がするまで
しっかり取り付けます。

バッテリアンロック

バッテリ
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バッテリパックのリサイクルについて

・本機はリチウムイオン電池を使用しています。
・リチウムイオン電池はリサイクル可能な貴重な資源です。交換後不要になった電
池、および使用済みの製品から取り外した電池のリサイクルに際しては、ショート
による発煙、発火のおそれがありますので、端子を絶縁するためにテープを貼るか
ポリ袋に入れて、以下の拠点に設置した充電式電池回収BOXに入れてください。
－個人ユーザ様：充電式電池リサイクル協力店くらぶ
※詳細は、電池工業会ホームページ（http://www.baj.or.jp/）をご覧ください。
－法人ユーザ様：NEC法人向け二次電池持ち込み拠点
※詳細は、NEC環境ホームページ（http://www.nec.co. jp/eco/ja/
products/3r/indes_denchi.html）をご覧ください。

・リサイクル協力店のお問い合わせは、下記へお願いします。
　－製品、リチウムイオン電池をご購入いただいた販売店
　－（社）電池工業会小型二次電池再資源化推進センターおよび充電式電池リサイク
ル協力店くらぶ事務局

・リサイクル時のご注意
　－電池はショートしないようにしてください。火災・感電の原因となります。
　－外装カバー（被膜・チューブなど）をはがさないでください。
　－電池を分解しないでください。

Li-ion

バッテリ
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省電力機能

作業を中断したいことがあるたびにパソコンの電源を切ると、電源を切る前にデー
タを保存したり、次に電源を入れたときにWindowsが起動するのに時間がかかった
りと手間が多いものです。このパソコンには、こうした手間をかけずに消費電力を節
約し、すぐに作業を再開できる「省電力機能」があります。

バッテリの電源のみでパソコンを使っているときは、バッテリを効率よく使
え、駆動時間を長くできます。

省電力機能について

省電力状態とは

省電力機能によってパソコンが消費電力を節約している状態を、省電力状態と呼び
ます。省電力状態には、「スタンバイ状態」と「休止状態」があります。また、これらをま
とめて「スリープ状態」と呼ぶ場合もあります。

●スタンバイ状態
パソコンの液晶ディスプレイやハードディスクなどの電源を切り、消費電力を節約
している状態です。パソコンの電源は完全には切れていません。作業中のデータがメ
モリに保存されているため、わずかに電力を消費しますが、スタンバイ状態を解除す
ると、すぐに作業の続きをはじめることができます。少しの間、作業を中断する場合
などに便利です。

●休止状態
パソコンの状態や作業中のデータをハードディスクに保存して、Windowsを終了せ
ずにパソコンの電源を切っている状態です。休止状態を解除すると、休止状態にする
前の状態から作業を続けることができます。
Windowsを終了していないので、Windowsの起動にかかる時間は短くなります。

ソフトによっては、スタンバイ状態のことを「サスペンド」、休止状態のことを
「ハイバネーション」、省電力状態から復帰することを「レジューム」と呼ぶこと
があります。

省電力機能
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省電力状態の確認

パソコンが省電力状態になっているかどうかは、電源ランプ（ ）で確認できます。

※: バッテリの電源のみでパソコンを使っているときに、バッテリ残量が少ないまま使い続けると、再
度バッテリ残量が少ないというメッセージが表示された後、しばらくすると自動的に休止状態に

なり、電源ランプが消灯します。

電源ランプが点灯しているときは、省電力状態になっていません。

省電力機能を利用するときの注意

省電力機能を利用できないとき

・次のようなときには、省電力機能を使用しないでください。パソコンが正常に動か
なくなったり、省電力状態から復帰するときに省電力状態にする前の内容を復元
できなくなることがあります。また、自動的に省電力状態になる設定も行わないで
ください。
－ハードディスクやフロッピーディスク、CD-ROMなどのディスクの読み書きを
しているとき
－省電力状態に対応していないソフトや周辺機器を使用しているとき
－音声または動画ファイルを再生しているとき
－プリンタへ出力しているとき
－LANまたはワイヤレスLANでファイルコピーなどの通信作業をしているとき
－通信用のソフトを使用しているとき
－電話回線を使って通信しているとき
－「システムのプロパティ」が表示されているとき
－Windowsの起動／終了処理中

・NEC製プリンタのMultiWriterシリーズ、MultiImpactシリーズでPrintAgent
をお使いの場合は、スタンバイ機能が正常に動作しないことがあります。その場合
は、「省電力機能の設定をする」（p.44）をご覧になり、「システムスタンバイ」を「な
し」に設定してください。

電源ランプの状態
緑色に点滅している

黄色に点滅している

オレンジ色に点滅している

消灯している

電源の状態
スタンバイ状態

スタンバイ状態で、バッテリ残量が少ない

スタンバイ状態で、バッテリ残量があとわずか

電源が切れている、または休止状態※

省電力機能
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省電力状態にするときの注意

・省電力状態への移行中や、省電力状態のときに、フロッピーディスクやCD-ROM
などのディスク、PCカードなどの周辺機器の入れ替えを行わないでください。

・省電力状態にする前に、フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスクを取り出
してください。

・休止状態を利用する場合、ハードディスクにパソコンのメモリ容量分の空き容量
が必要です。あらかじめハードディスクの空き容量を確認してください。確認のし
かたについて詳しくは、 「ぱそガイド」-「トラブル解決」-「Step 2 カテゴリー
別Q&A」-「省電力機能」-「Q スタンバイ状態または休止状態にできない」をご覧く
ださい。

省電力状態にする

スタンバイ状態にする

購入時の状態では、一定時間(このパソコンをコンセントに接続して使用していると
きは20分、バッテリの電源のみで使用しているときは5分)以上キーボードやNX
パッドからの入力がないと、自動的にスタンバイ状態になります。
また、次の手順でスタンバイ状態にすることができます。

1「スタート」-「終了オプション」をクリックする

2「スタンバイ」をクリックする

次の操作でスタンバイ状態になるように、設定することもできます。

・電源スイッチを押す

・液晶ディスプレイを閉じる

省電力機能の設定→「省電力機能の設定をする」（p.44）

省電力機能
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休止状態にする

購入時の状態では、バッテリの電源のみでこのパソコンを使用しているときに、15
分以上キーボードやNXパッドからの入力がないと、自動的に休止状態になります。
また、次の手順で休止状態にすることができます。

1「スタート」-「終了オプション」をクリックする

2【Shift】を押したまま、「休止状態」をクリックする
【Shift】を押すと、「スタンバイ」が「休止状態」に切り替わります。

次の操作で休止状態になるように、設定することもできます。

・電源スイッチを押す

・液晶ディスプレイを閉じる

省電力機能の設定→「省電力機能の設定をする」（p.44）

省電力状態から復帰する

省電力状態から復帰するときの注意

・省電力状態からの復帰中に、フロッピーディスクやCD-ROMなどのディスク、PC
カードなどの周辺機器の入れ替えを行わないでください。

・省電力状態から復帰するときにパスワードを入力するように設定している場合、
パスワード入力画面が表示されるので、パスワードを入力してください。

・省電力状態から復帰後、デバイスの警告メッセージが表示される場合があります。
その場合は「OK」をクリックしてください。警告が発生した機器は、そのまま使用
できます。

・タイマ、LAN、FAXモデムの自動受信操作でスタンバイ状態から復帰した場合、液
晶ディスプレイに何も表示されないことがあります。その場合は、NXパッドか
キーボードを操作してください。

・省電力状態にしてからすぐに復帰させたいときは、パソコンに負担がかからない
ように、省電力状態になった後、5秒以上たってから操作してください。

省電力機能
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スタンバイ状態から復帰する

スタンバイ状態から復帰するには、次の操作を行ってください。

1 パソコンの電源スイッチを押す
ログオン画面が表示されます。

2 ログオンしたいユーザー名をクリックする

上記以外にも次の方法でスタンバイ状態から復帰できます。

●液晶ディスプレイを開いて復帰する
液晶ディスプレイを閉じてスタンバイ状態にした場合は、液晶ディスプレイを開く
とスタンバイ状態から復帰できます。

●タスクを使って復帰する
タスクを使い、時刻を指定して復帰できます。

タスクの使い方→Windowsのヘルプ

休止状態から復帰する

休止状態から復帰するには、次の操作を行ってください。

1 パソコンの電源スイッチを押す
「Windows を再開しています．．．」と表示された後、ログオン画面が表示されま
す。

2 ログオンしたいユーザー名をクリックする
休止状態にする前の状態でWindowsが起動します。

省電力機能の設定をする

省電力機能の設定は、「コントロールパネル」の「電源オプションのプロパティ」の画
面で行います。省電力機能が働くまでの時間や、スタンバイ状態や休止状態にするた
めの操作を設定することができます。

省電力機能の設定を行う場合は、コンピュータの管理者権限を持つユーザーア
カウントでログオンしてください。

省電力機能
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省電力状態になるまでの時間を設定する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「電源設定」タブをクリックする

3 次の項目について、時間を設定する

スタンバイ状態にならないようにするには、「システムスタンバイ」で「なし」を
選びます。休止状態にならないようにするには、「システム休止状態」で「なし」
を選びます。

4「適用」をクリックし、「OK」をクリックする

省電力状態にする操作を設定する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「パフォーマンスとメンテナンス」-「電源
オプション」をクリックする
「電源オプションのプロパティ」が表示されます。

2「詳細設定」タブをクリックする

説明
ここで指定した時間に何も入力がなかった場合、液晶
ディスプレイの電源が切れます。

ここで指定した時間にハードディスクへのアクセスが
なかった場合、ハードディスクの電源が切れます。

ここで指定した時間に何も入力がなかった場合、自動
的にパソコンがスタンバイ状態になります。

ここで指定した時間に何も入力がなかった場合、自動
的にパソコンが休止状態になります。

状態
モニタの電源を切る

ハードディスクの電
源を切る

システムスタンバイ

システム休止状態

省電力機能
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※：「コンピュータの電源ボタンを押したとき」のみ設定可能

説明
その操作をしても、何もしません。

「コンピュータの電源を切る」の画面が表示されます。
動作を決定してください。

スタンバイ状態にします。

休止状態にします。

Windowsを終了して、パソコンの電源を切ります。

状態
何もしない

入力を求める※

スタンバイ

休止状態

シャットダウン※

3「電源ボタン」欄で、それぞれの操作をしたときの動作を設定する
・「ポータブルコンピュータを閉じたとき」
パソコンの液晶ディスプレイを閉じたときの動作を選びます。

・「コンピュータの電源ボタンを押したとき」
パソコンの電源スイッチを押したときの動作を選びます。

休止状態を利用したくない場合は、「電源オプションのプロパティ」画面の「休
止状態」タブをクリックして、「休止状態を有効にする」の を にしてくださ
い。

4「適用」をクリックして、「OK」をクリックする

省電力機能
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ラン

LAN（ローカルエリアネットワーク）

ADSL(エーディーエスエル)モデムやCATV（ケーブルテレビ）モデムなどをつない
でブロードバンドでインターネットに接続したり、複数のパソコンや周辺機器をつ
ないでネットワークを作ったりするときに使います。

LANコネクタを使ってできること

接続する機器によって次のようなことができます。

■ブロードバンドでインターネットに接続する
ADSLモデムやCATVモデムなどをつないで、ブロードバンドでインターネットに
接続できます。

■ネットワークを作る
ネットワークを作ると、複数のパソコンでプリンタやファイルを共有できます。
市販のルータを使用すると、さらに複数のパソコンから同時にインターネットに接続
することもできます。

パソコンと周辺機器との接続を無線にしたネットワーク(ワイヤレスLAN)も
あります。このパソコンに市販の無線LANアダプタを取り付けて、ワイヤレス
LANに対応した周辺機器を使います。

LANケーブルを接続する

LANコネクタと各機器との接続には、LANケーブルを使います。

接続するときの注意

・ LANケーブルは別売です。
・接続するLANや機器の規格にあったLANケーブルを用意してください。
・1000BASE-T/100BASE-TXでLANに接続するためには、カテゴリー5e以上
のLANケーブルを使用してください。

ADSLモデムなど

インターネットへ

LAN（ローカルエリアネットワーク）



48

LANケーブルにはストレートケーブルとクロスケーブルの2種類があります。
目的によって使用するケーブルが違うので、購入の際は注意してください。
どちらのケーブルが必要かは、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。

接続のしかた

1 パソコンの電源を切る

2 LANケーブルのプラグを向きに注意して、パソコンのLANコネクタ( )に接続する

3 LANケーブルのもう一方のプラグを、ADSLモデムやハブなどの機器のLAN
コネクタに接続する
詳しくは、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。

LANコネクタ

LAN（ローカルエリアネットワーク）
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ネットワークの設定について

ネットワークの設定をする

ADSLモデムやCATVモデム、ルータを使用してインターネットに接続するための
設定については、お使いの機器のマニュアルをご覧ください。
ネットワークの設定は、次の方法で行います。

■Windowsの「コントロールパネル」で設定する

1「スタート」-「コントロールパネル」-「ネットワークとインターネット接続」-
「ホームネットワークまたは小規模オフィスのネットワークをセットアップ
または変更する」をクリックする
「ネットワークセットアップウィザード」が表示されます。

2 画面の説明を読み、設定を行う
自分のパソコンのネットワーク環境に合わせて設定してください。
詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「LANの設
定」をご覧ください。

■「ホームネットワークアシスタント」で設定する

このパソコンに入っている「ホームネットワークアシスタント」を使って、ホームネッ
トワーク（家庭内LAN）を利用するために、パソコンやパソコンに接続する機器の設
定ができます。
詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「ホームネッ
トワークアシスタント」をご覧ください。

LAN（ローカルエリアネットワーク）
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「PCGATE Personal ネットワーク セキュリティ ウィザード」画面
が表示されたら

インターネット接続の設定やネットワークの設定を行うと、次の「PCGATE
Personal ネットワーク セキュリティ ウィザード」が表示されることがあり
ます。

 

「PCGATE Personal」は、パソコンへのインターネットを経由した不正アク
セスを防ぐことができるソフトです。インターネットやネットワークに接続し
たときに、この画面が表示されることがあります。この画面では、ネットワーク
のセキュリティレベルを設定できます。

設定のしかたについては、 「ぱそガイド」-「インターネットと電子メール」-
「インターネットを使いこなす」-「不正アクセスからパソコンを守るには」をご
覧ください。

ネットワークの設定を行うと、「マイネットワーク」にお使いのパソコンの名前が表
示されます。「スタート」-「マイコンピュータ」の「マイネットワーク」をクリックして
確認してください。
設定を行った後でネットワークにうまく接続できないなどのトラブルが起きたとき
は、 「ぱそガイド」-「トラブル解決」-「Step 2 カテゴリー別Q&A」-「ネットワーク
(LAN)」をご覧ください。

「PCGATE Personal」について→このPARTの「パソコンへの不正侵入を防ぐ（PCGATE
Personal）」（p.87）、または 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

LAN（ローカルエリアネットワーク）
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電源回復（スタンバイ状態からの復帰）の設定をする

このパソコンをネットワークに接続している場合は、電源回復イベントが発生した
ときに、パソコンをスタンバイ状態から自動的に復帰させることができます。
詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「LANの設定」
をご覧ください。

・電源回復イベントが発生したときにパソコンをスタンバイ状態から自動的
に復帰させるには、パソコンにACアダプタを取り付けて、コンセントから
の電源で使用している必要があります。

・電源回復の設定をすると、購入時の状態にくらべてパソコンの消費電力が
大きくなり、バッテリの電源のみでパソコンを使用できる時間が短くなり
ます。バッテリの電源のみでパソコンを使用できる時間を優先する場合は、
電源回復の設定は行わないでください。

インターネットへの通信環境を切り替える

自宅ではADSL回線で常時接続、外出先では携帯電話でダイヤルアップ接続という
ように、複数のインターネット接続の設定を使い分けている場合は、
「MobileOptimizer(モバイルオプティマイザー)」が便利です。
インターネットを使用する場所に応じた接続情報をあらかじめ登録しておくこと
で、インターネットを使いたい場所でスムーズに接続環境を切り替えることができ
ます。

「MobileOptimizer」は、購入時にはインストールされていません。「ソフトナ
ビゲーター」からインストールしてください。

「MobileOptimizer」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目
次」、または「スタート」-「すべてのプログラム」-「MobileOptimizer」-「MobileOptimizerヘルプ」

LAN（ローカルエリアネットワーク）
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LANを使用するときの注意

・ネットワークを使用している間は、LANケーブルをパソコンや機器から取り外さ
ないでください。

・ネットワークとの通信中は、パソコンを休止状態やスタンバイ状態にしないでく
ださい。

・バッテリの電源のみでパソコンを使用しているときに、ネットワーク通信をする
と、バッテリの電源のみで使用できる時間が短くなります。長時間の通信をすると
きは、パソコンにACアダプタを取り付けて、コンセントからの電源で使用してく
ださい。

LAN（ローカルエリアネットワーク）
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ワイヤレスLAN

ここでは、ワイヤレスLANモデルについての説明をしています。それ以外のモデルで
ワイヤレスLAN機能を使用する場合は、別売の機器が必要になります。

ワイヤレスLAN機能の紹介

ワイヤレスLAN機能でできること

このパソコンのワイヤレスLAN機能と、ワイヤレスLAN対応機器を使用することで、
次のようなことができます。

■ワイヤレスでインターネットに接続
ワイヤレスLAN機能に対応したADSLモデムなどの通信機器にワイヤレスLAN機
能で接続すれば、パソコンにケーブルをつなぐことなくインターネットへのアクセ
スができます。

■ワイヤレスLANネットワークを作る
ワイヤレスLANに対応したパソコンや機器でネットワークを作れば、ケーブルで接
続したり、ディスクなどの媒体を使用しなくてもファイルのやりとりなどが可能で
す。2階のパソコンと1階のパソコンでファイルのやりとりをするなど、これまでの
ケーブル接続を必要としたLANでは少し面倒だったことも簡単に可能になります。

接続できる機器

・トリプルワイヤレスLANモデルは、IEEE802.11a/b/g規格のいずれかに対応
した通信機器とワイヤレスLAN機能で接続できます。2.4GHzワイヤレスLANモ
デルは、IEEE802.11b規格に対応した通信機器とワイヤレスLAN機能で接続で
きます。ただし、機器によっては接続できないこともあるので、機器を購入する前
にメーカーや販売店に確認してください。

・2.4GHzワイヤレスLANモデルの場合、IEEE802.11gのみに対応したワ
イヤレスLAN機器とはIEEE802.11bモードでのみ通信できますが、
IEEE802.11aのみに対応したワイヤレスLAN機器との通信はできませ
ん。

・ワイヤレスLAN機能を使用したネットワークへの接続には、別売の無線
LANアクセスポイントやレジデンシャルゲートウェイなどが必要です。

ワイヤレスLAN
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・このパソコンに接続できるNEC製の2.4GHzワイヤレスLAN対応機器について
は、NECのパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com（ワントゥワンウェア
ドットコム）」をご覧ください。

http://121ware.com/

・無線LAN 機器同士の接続互換性については、業界団体Wi-Fi Alliance による「Wi-
Fi®」認定を取得している同じ規格の製品を購入されることをおすすめいたしま
す。

ワイヤレスLAN機能の通信距離と速度

■通信できる距離
ワイヤレスLAN機能では、このパソコンと相手の機器との間に壁などの障害物がな
ければ、70m程度まで通信ができます。ただし、家庭やオフィスには通信の障害とな
るものがあるため、通信できる距離はもっと短くなります。

■通信速度
規格上はIEEE802.11a（5GHz）とIEEE802.11g（2.4GHz）の場合は54Mbps、
IEEE802.11b（2.4GHz）の場合は11Mbpsが最大の通信速度となりますが、一般
にはその50%以下の速度で通信が行われます。
通信速度は、パソコンと相手の機器の間の電波の状態や距離によっても変化します。
また、通信状態が悪くなって通信が途切れそうになると、通信が途切れないようにす
るために、自動的に通信速度を落とす機能があります。

現在、どのくらいの速度で通信しているかは、画面右下の通知領域の  をダブルク
リックすると表示される画面で確認できます。

安定した通信をするために

・パソコンと相手の機器との距離は、できるだけ近くする。
・通信中は近くで同じ周波数帯域を使用する電子レンジや他の無線機器を使わない。

ワイヤレスLAN
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��ワイヤレスLAN機能のセキュリティ�

ワイヤレスLAN（無線LAN）製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意
お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！

ワイヤレスLAN（無線LAN）では、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用し
てパソコン等とワイヤレス（無線）アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、
電波の届く範囲であれば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くた
め、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可
能性があります。

●通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、
IDやパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報
メールの内容
等の通信内容を盗み見られる可能性があります。

●不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、
個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）
などの行為をされてしまう可能性があります。

本来、ワイヤレスLAN（無線LAN）カードやワイヤレス（無線）アクセスポイントは、
これらの問題に対応するためのセキュリティの仕組みを持っていますので、ワイヤ
レスLAN（無線LAN）製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使用するこ
とで、その問題が発生する可能性は少なくなります。

ワイヤレスLAN（無線LAN）機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関
する設定が施されていない場合があります。
従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、ワイヤレス
LAN（無線LAN）カードやワイヤレスLAN（無線LAN）アクセスポイントをご使用に
なる前に、必ずワイヤレスLAN（無線LAN）機器のセキュリティに関する全ての設定
をマニュアルにしたがって行ってください。
なお、ワイヤレスLAN（無線LAN）の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が
破られることもあり得ますので、ご理解の上、ご使用ください。

ワイヤレスLAN
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セキュリティの設定などについて、お客様ご自分で対処できない場合には、
NEC121コンタクトセンター（フリーコール：0120-977-121）までお問い合わせ
ください。

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理
解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製
品を使用することをおすすめします。

セキュリティ対策を施さず、あるいは、ワイヤレスLAN（無線LAN）の仕様上やむを
得ない事情によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、弊社は、これによっ
て生じた損害に対する責任を負いかねます。

このパソコンで設定できるセキュリティ

・以下の機能を利用するには、機能に対応したアクセスポイントなどが必要
です。

�・これらの設定は危険性をより低くするための手段であり、安全性を100％
保障するものではありません。

�■盗聴（傍受）を防ぐには
このパソコンのワイヤレスLAN機能は「WEP（Wired Equivalent Privacy）機能」
に対応しています。「WEP機能」を使用して暗号キーを設定すると、同じ暗号キーを
使用している通信機器間のワイヤレス通信のデータを暗号化できるので、通信を盗
聴されたり、関係のないパソコンや機器と接続することを防ぐことができます。
「WEP機能」には「64ビットWEP対応」「128ビットWEP対応」「152ビットWEP
対応」のものがありますが、このパソコンのワイヤレスLAN機能は、「64ビットWEP
機能」「128ビットWEP機能」「152ビットWEP機能」※に対応しています。ただし、
暗号キーを設定していても、暗号キー自体を第三者に知られたり、暗号解読技術に
よって暗号を解読されたりする可能性があるため、設定した暗号キーは定期的に変
更することをおすすめします。
※：2.4GHzワイヤレスLANモデルには対応していません。

WEP機能を使用するには、通信する相手の機器もWEP機能に対応している必
要があります。

ワイヤレスLAN
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■不正アクセスを防ぐには
・アクセスポイントと通信機器の両方に任意のネットワーク名（SSID）を設定する
ことで、同じSSIDを設定していない通信機器からの接続を回避できます。ただし、
同じSSIDを設定していない機器でも、そのネットワークがどんなSSID を使用
しているかは検出できてしまうため、SSID を設定しただけではセキュリティを
保てません。これを回避するには、アクセスポイント側でSSID を通知しないよ
うに設定する必要があります。

・接続するパソコンなどのMACアドレス（ネットワークカードが持っている固有の
番号）をアクセスポイントに登録することで、登録した機器以外はアクセスポイン
トに接続できなくなります。

�■より高度なセキュリティを行うには
Wi-Fi Allianceが提唱するWPA（Wi-Fi Protected Access）機能を利用します。
IEEE802.1X/EAP（Extensible Authentication Protocol）規格によるユーザ
認証および、従来のWEP機能に比べて大幅に暗号解読が困難とされる暗号方式TKIP
（Temporal Key Integrity Protocol）を使用することで、より高度なセキュリティ
を行うことができます。

WPA機能を使用するには、通信する相手のワイヤレス機器およびネットワー
ク環境もWPA機能に対応している必要があります。

WEP機能やWPA機能の設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「ワ

イヤレスLANの設定（トリプルワイヤレスLANモデル）」、または「ワイヤレスLANの設定
（2.4GHzワイヤレスLANモデル）」

また、このパソコンにインストールされているファイアウォールソフトの
「PCGATE Personal」を使えば、外部からの不正なアクセスの多くを防ぐことがで
きます。

ワイヤレスLAN
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ワイヤレスLAN機能のオン／オフ

他の機器に影響をあたえる場合や、ワイヤレスLAN機能を使用しないとき、ワイヤレ
スLAN機能が使用できない環境で本機を使用するときには、必ずワイヤレスLAN機
能をオフにしてください。
ワイヤレスLAN機能のオン／オフの状態は、パソコン本体のワイヤレスランプ（ ）
で確認できます。

 ワイヤレスランプ

「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で切り替えた場合は、ワイヤレス
ランプでは確認できません。「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で切
り替える→「スタート」- 「すべてのプログラム」- 「アクセサリ」- 「通信」- 「ネッ
トワーク接続」をクリックし、「ワイヤレスネットワーク接続」アイコンをダブ
ルクリックする

ワイヤレスLAN

状態
オン（ワイヤレスLAN機能が使用可能）

オフ（ワイヤレスLAN機能が使用不可）

ランプ
緑点灯

消灯
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ワイヤレスLAN機能のオン／オフのしかた

ワイヤレスLAN機能をオン／オフするには、次の方法があります。

■ワイヤレススイッチで切り替える
ワイヤレススイッチを使って、ワイヤレスLAN機能のオン／オフを切り替えること
ができます。
ワイヤレススイッチを右にスライドさせるとオンになり、左にスライドさせるとオ
フになります。

■「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で切り替える
この方法で切り替えると、ワイヤレスランプでワイヤレスLAN機能の状態の確認は
できません。

●オフにする
「ワイヤレスネットワーク接続の状態」の画面で「無効にする」をクリックする

●オンにする
「スタート」-「すべてのプログラム」-「アクセサリ」-「通信」-「ネットワーク接続」をク
リックし、「ワイヤレスネットワーク接続」アイコンをダブルクリックする

ワイヤレスLAN

ワイヤレスランプ

ワイヤレススイッチ
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■「ワイヤレスクライアントマネージャ」で切り替える（トリプルワイヤレスLAN
モデルのみ）

●オフにする
画面右下の通知領域の を右クリックし、「ワイヤレスアダプタ」-「使用しない」を
クリックする

●オンにする
画面右下の通知領域の を右クリックし、「ワイヤレスアダプタ」-「使用する」をク
リックする

通知領域に がない場合は、「スタート」-「すべてのプログラム」-「ワイヤレス
クライアントマネージャ」をクリックしてください。

ワイヤレスLAN機能の設定を行う

●トリプルワイヤレスLANモデルの場合
購入時の状態では、接続先に合わせて5GHzか2.4GHzが自動的に選択されます。
ワイヤレスLANへの接続のしかたや設定について詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソ
コンの設定」-「ネットワークの設定」-「ワイヤレスLANの設定（トリプルワイヤレス
LANモデル）」をご覧ください。

●2.4GHzワイヤレスLANモデルの場合
2.4GHzワイヤレスLANへの接続のしかたや設定について詳しくは、 「ぱそガイ
ド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-「ワイヤレスLANの設定（2.4GHzワ
イヤレスLANモデル）」をご覧ください。

LANの設定を行うとPCGATE Personalの「ネットワーク セキュリティ ウィ
ザード」が表示されることがあります。 「ぱそガイド」-「インターネットと電
子メール」-「インターネットを使いこなす」-「不正アクセスからパソコンを守る
には」をご覧のうえ、設定を行ってください。

ワイヤレスLAN機能を使用するときの注意

・ネットワークとの通信中は、パソコンを休止状態やスタンバイ状態にしないでください。
・ネットワーク通信をすると、バッテリのみで使用可能な時間が短くなります。長時
間使用するときは、パソコンにACアダプタを接続しコンセントからの電源を使用
してください。

ワイヤレスLAN
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モデム

ダイヤルアップでインターネットに接続したり、FAXを使うときには、電話回線への
接続が必要です。

「NECオンラインお客様登録」でお客様登録を行いたいときや、このパソコン
に入っている「インターネット無料体験」を利用したいときにも、電話回線への
接続が必要になります。

・「NECオンラインお客様登録」について→『はじめにお読みください』の「お客様登録のご案内」、
または『お客様登録ガイド』

・「インターネット無料体験」について→ 「ぱそガイド」-「インターネットと電子メール」-「イン
ターネット無料体験」

電話回線に接続する

モジュラーケーブルを接続するには、お使いの電話回線のコネクタがモジュ
ラーコンセントになっている必要があります。お使いの電話回線が3ピンプラ
グ式コンセントの場合は、市販のモジュラーコンセントへの変換プラグが必要
です。
直結配線方式の場合は、モジュラーコンセントへの変更が必要になります。詳
しくは、NTTへご相談ください。

1 電話機などにつながっているモジュラーケーブルを、壁面などのモジュラー
コンセントから取り外す

2 パソコンの電源を切る

モデム
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3 モジュラーケーブルのプラグを、向きに注意して、パソコンの電話回線用モ
ジュラーコネクタ（ ）に接続する

4 モジュラーケーブルのもう一方のプラグを、壁面などのモジュラーコンセン
トに接続する

■電話機のつなぎ換えをしたくない場合は
このパソコンを接続した電話回線で電話機を使いたい場合は、もう一度、モジュラー
コンセントからパソコンのモジュラーケーブルを取り外して、電話機をつなぎ直す
必要があります。
この場合は、市販の分岐アダプタを使うと、つなぎ換えの作業を省略できます。ただ
し、パソコンと電話機が同時に電話回線を使えるわけではありません。パソコンで電
話回線を使っているときには、同じ分岐アダプタに接続した電話機などの受話器を
外さないでください。パソコンの通信が妨害され、切断されることがあります。

モジュラーコンセントに分岐アダ
プタを取り付けて、分岐アダプタ
にパソコンと電話機のモジュラー
ケーブルを接続します。

モデム

電話回線用モジュラーコネクタ
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・電話機などの種類によっては、分岐アダプタに接続すると、動作しない機種
がありますので注意してください。

・分岐アダプタに接続する電話機などによっては、パソコンでの通信が正常
にできないことがあります。この場合は、次のいずれかの方法で、正常に通
信できるようになります。

- 接続する電話機などにアース接続用の端子がある場合は、アースを接続
する

- パソコンで通信するときには、電話機などを取り外す。

・分岐アダプタを使う場合、接続された電話機からのノイズにより、通信速度
が低下することがあります。

・回線自動転換機能付き分岐アダプタを使うと、電話機での通話時に、ノイズ
が入ることがあります。これを防ぐには、ノイズ防止回路付きの回線自動転
換機能付き分岐アダプタを使うことをおすすめします。

モデムを使う

このパソコンのモデムを電話回線に接続すると、インターネットや電子メールを利
用したり、FAXを送受信したりできるようになります。モデムを使ったインターネッ
トへの接続のしかたや設定については、『はじめにお読みください』の「ここからはじ
めるインターネット&メール」をご覧ください。
また、モデムの設定については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「インターネッ
トの設定」-「モデムの設定」をご覧ください。

インターネットへの通信環境を切り替える

自宅ではADSL回線で常時接続、外出先では携帯電話でダイヤルアップ接続という
ように、複数のインターネット接続の設定を使い分けている場合は、
「MobileOptimizer(モバイルオプティマイザー)」が便利です。
インターネットを使用する場所に応じた接続情報をあらかじめ登録しておくこと
で、インターネットを使いたい場所でスムーズに接続環境を切り替えることができ
ます。

「MobileOptimizer」は、購入時にはインストールされていません。「ソフトナ
ビゲーター」からインストールしてください。

「MobileOptimizer」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目
次」、または「スタート」-「すべてのプログラム」-「MobileOptimizer」-「MobileOptimizer ヘル
プ」

モデム
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モデムを使用するときの注意

・インターネットにダイヤルアップ接続している場合、Internet Explorerを終了
しても、回線に接続したままになることがあります。画面右下の通知領域に が
表示されていないことを確認してください。
表示されている場合は、 をクリックし、表示される画面で「切断」をクリックし
てください。

・このパソコンのモデムは海外では使用できません。
・通信を行うときは、使用していないソフトは終了してください。
・通信中は休止状態やスタンバイ状態にしないでください。
・ダイヤルアップ接続中またはダイヤルアップ接続で通信中に、【Fn】を使ってディ
スプレイの切り替えや画面の伸縮をしたり、ビープ音や輝度の調節を行わないで
ください。ダイヤルアップ接続できない場合や通信が切断される場合があります。

・内蔵FAXモデムは一般加入電話回線のみに対応しています。それ以外の回線に接
続すると故障、破損の原因になります。

・回線の状態によっては、接続しにくかったり、通信時に雑音が入ったり、希望の通
信速度では通信できない場合があります。

・キャッチホンサービスをご利用の場合、通信中に電話がかかってくると、モデムで
の接続が切断されることがあります。

・コードレスホンや親子電話など加入電話回線以外の回線を使っている場合、正常
なデータ通信ができないことがあります。

・電話局の交換機の種類によっては、14,400bpsでのファクシミリ通信ができな
い場合があります。その場合は通信速度を9,600bpsに変更してください。

・データ通信を行う場合、フロー制御はRTS/CTSに設定してください。
・構内交換機（PBX）の種類によっては、内蔵FAXモデムが使用できない場合があり
ます。

・通常の電話回線を使用する場合、送信レベルは購入時の設定から変更する必要は
ありません。

・回線状況が悪く、うまく接続ができない場合は送信レベルの調整が必要な場合が
あります。送信レベルの調整を、工事担任者以外が行うことは法律で禁じられてい
ますので、当社指定の窓口にご相談ください。

・ハイパーターミナルなどを使用して通信する場合はATコマンドが必要です。AT
コマンドについては、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「AT
コマンド」をご覧ください。

・このパソコンのモデムはデータ通信、ファクシミリ通信、インターネット通信の各
機能が使用できますが、添付のソフト以外では機能が使用できない場合がありま
す。これらの機能について詳しくは 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「インター
ネットの設定」-「モデムの設定」をご覧ください。

モデム
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サウンド機能

ここでは、SoundVu機能や音量の調節のしかた、オーディオ機器の接続のしかた、サ
ウンドの設定について説明します。

SoundVu機能

このパソコンには、液晶ディスプレイ前面のパネルを振動させることで音が出る
SoundVu機能を搭載しています。通常のスピーカとは異なり、液晶ディスプレイ全
体がスピーカとなりますので、迫力あるサウンドが楽しめます。
さらに内蔵の「サブウーファ」により低音域もパワフルに再現されます。

■サブウーファのオン／オフのしかた
【Fn】を押したまま【F2】を押すごとに、サブウーファのオン／オフが切り替わります。

・サブウーファをオンにしてご使用の場合、パームレストおよびキーボード
が振動することがあります。振動が気になる場合は、次のように対処してく
ださい。

-【Fn】+【F2】を押してサブウーファをオフにする

- 音量を下げる

- ヘッドフォンを使用する

・サブウーファをオフにすると、低音域が弱くなるため、SoundVuを採用し
たスピーカシステム本来の音量を体感できません。

サウンド機能

●音量を上げすぎて、音が歪んだ状態で長時間使用しないでくだ
さい。

SoundVuの構成品が発熱し、破損の原因となる場合があります。
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SoundVuを使用するときの注意

・音声出力時、液晶ディスプレイ前面のパネルは振動します。指先で触れると音質が
変化し、破損の原因になることがありますので、絶対に触れないでください。

・大音量で長時間ご使用になると、液晶ディスプレイ前面のパネルの一部（左右両端
中央部）が熱くなることがありますが、故障ではありません。

・音声出力時に液晶ディスプレイを閉じると、音が出なくなります。ただしヘッド
フォン／オーディオ出力端子および光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子は
液晶ディスプレイを閉じた状態でも使用できます。

・液晶ディスプレイ開閉時には液晶パネル前面に力を加えることのないよう、
シャーシ部分をお持ちください。

音量を調節する

音量調節つまみを使う

音量調節つまみ（ ）で内蔵スピーカの音量を調節できます。

音量を上げたいときは音量調節つまみを右側に回し、下げたいときは左側に回します。

「ボリュームコントロール」で調節する

Windowsの「ボリュームコントロール」を使うと、パソコンから出る音楽CDなどの
音の大きさや録音するときの入力レベルを調節できます。

「ボリュームコントロール」の使い方→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-
「サウンドの設定」

音量調節つまみ

サウンド機能
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音楽CDからのデジタル出力設定

このパソコンで音楽CDの再生をするときは、音楽CDからデジタル出力をする設定
にしてください。

音楽CDからデジタル出力設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「サウ
ンドの設定」

オーディオ機器を接続する

ヘッドフォンやオーディオ機器を接続する

このパソコンのヘッドフォン／オーディオ出力端子（ / ）には、市販のヘッド
フォンやオーディオ機器を接続できます。

・このパソコンのヘッドフォン／オーディオ出力端子には、ステレオミニプ
ラグが接続できます。ステレオミニプラグ以外の端子の場合は、変換プラグ
等が必要になります。

・ヘッドフォンやオーディオ機器を取り付ける場合は、このパソコンと機器
の音量を最小にして、取り付け後に音量を調節してください。

・オーディオ機器を接続するときは、オーディオ機器側は、「LINE IN」、「AUX
IN」などの入力端子に接続してください。

サウンド機能

ヘッドフォン／オーディオ出力端子 /
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DolbyHeadphone機能を使う

このパソコンには、DolbyHeadphone機能が搭載されています。ヘッドフォン／
オーディオ出力端子にヘッドフォンを接続すると、DVD-Videoディスクを臨場感の
あるサウンドで楽しめます。

Dolby、ドルビー、Pro LogicおよびダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。ドルビーラボラトリー
ズからの実施権に基づき製造されています。
非公開機密著作物。著作権1992-1999年、ドルビーラボラトリーズ。不許複製

DolbyHeadphone機能の使い方→「WinDVD」のヘルプ

光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子に接続する

このパソコンの光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子（ ）に、市販の光デジタ
ル入力端子をもつオーディオ機器を接続できます。

�
�

�

・このパソコンの光デジタルオーディオ（S/PDIF）出力端子には、角型光プラ
グが接続できます。角型光プラグ以外の端子の場合は、変換プラグ等が必要
になります。

・オーディオ機器を取り付ける場合は、このパソコンと機器の音量を最小に
して、取り付け後に音量を調節してください。

光デジタルオーディオ
（S/PDIF）出力端子

※各端子の形状が分かるよう
　イラストを加工しています。
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マイクロフォンを接続する

このパソコンの外部マイクロフォン端子（ ）には、市販のミニプラグ付きマイクロ
フォンを接続できます。

マイクロフォンからの入力音量は、Windowsの「ボリュームコントロール」で調節できま
す。また、マイクロフォンを使って録音するときのノイズを除去するように設定した
りできます。詳しくは、「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「サウ
ンドの設定」をご覧ください。

ミニプラグは、次の2種類のどちらも接続できます。

2極タイプの
ミニプラグ

3極タイプの
ミニプラグ

サウンド機能

外部マイクロフォン端子
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サウンドの設定をする

マイクロフォンやMIDI（ミディ）サウンドを設定する

「SoundMAXコントロール パネル」を使って、マイクロフォンやMIDIサウンドの設
定ができます。MIDIサウンドの演奏モードは、「Microsoft GS Wavetable SW
Synth」、「SoundMAX XGLite」、「SoundMAX General MIDI」のいずれかに設
定できます。
詳しくは、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「サウンドの設定」
をご覧ください。

サウンド機能
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3D表示機能

3D液晶モデルには、画面を立体的に表示することができる3D表示機能があります。
ここでは、3D表示機能のしくみや使い方、使用するときの注意事項について説明し
ます。

3D表示機能とは

「3D写真ユーティリティ」などの3D編集ソフトで作成した写真や動画、3D表示対応
のソフトの映像を立体的に表示できます。

3D表示機能に対応していない写真や映像、ソフトなどで3D表示機能を使用す
ると、画面がにじんだように表示され、3D表示できません。

このパソコンの3D表示機能には次のような特徴があります。
・3D表示モードと2D表示モード（通常の画面表示）をボタン1つで切り替えること
ができます。

・3D表示を楽しむために特殊なメガネや器具は必要ありません。

3D表示機能
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3D表示のしくみ

私たちが物体を見たとき、右目から見える物体の像と左目から見える物体の像を1つ
の像として処理します。
立体的な物体を見た場合、左右の2つの目から脳に送られる像には、目の位置の違い
による見え方の微妙なずれ（視差）が生じます。脳内ではそれらを1つの像として処理
することで立体的な像としてとらえます。
このしくみを利用したのが「立体視」と呼ばれるものです。微妙なずれ（視差）がある
2つの画像を用意し、右目と左目のそれぞれで異なる画像を見ることで、平面の画像
が立体的に見えるようになります。

このパソコンでは「視差バリア法」と呼ばれる方式で「立体視」を実現しています。
このパソコンに搭載されている液晶ディスプレイは、通常の液晶の内側に左右の目
に入る画像をコントロールするスイッチ液晶を備えており、スイッチをオンにする
と、右目用の画像と左目用の画像がそれぞれの目で別々に見えるようになります。

3D表示機能
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3D表示機能

3D表示機能を使用するときの注意

立体画像（3D）鑑賞および本機操作についてのお願い

・立体視には個人差があり、立体感が異なる場合があります。
・長時間連続使用する場合や体調によっては、目の疲労・頭痛・乗り物酔いに似た症
状などを感じることがあります。
目安として、60分の使用につき10～15分の休憩をとってください。
特に小学生以下の方がご使用の場合は、体調など保護者の方が十分ご注意くださ
い。

・画像の編集に際しては、取り扱い説明書をご覧の上、適切に編集された作品を鑑賞
してください。適切な編集がなされないと、立体に見えにくいだけでなく、目の疲
労・頭痛・乗り物酔いに似た症状などを引き起こす場合があります。
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3D表示機能の使い方

立体写真を見る

このパソコンにインストールされている「3D写真ユーティリティ」や添付の
「DigiCame3D Editor」などを使うと、立体写真を作成して見ることができます。

「DigiCame3D Editor」は購入時にはインストールされていません。
「PLAY3DPC Support Software」のCD-ROMに添付の取扱説明書をご覧
のうえ、インストールを行ってください。

・「3D写真ユーティリティ」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50
音別目次」、「3D写真ユーティリティ」のヘルプ

・「DigiCame3D Editor」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50
音別目次」、「DigiCame3D Editor」のヘルプ

立体映像を見る

このパソコンにインストールされている「3D写真ユーティリティ」や添付の
「DigitalVideo3D Editor」などを使うと、立体的な動画を作成して見ることができ
ます。

・「DigitalVideo3D Editor」は購入時にはインストールされていません。
「PLAY3DPC Support Software」のCD-ROMに添付の取扱説明書をご
覧のうえ、インストールを行ってください。

・「3D写真ユーティリティ」で作成した映像を保存することはできません。

・「PLAY3DPC Support Software」のCD-ROMに入っているサンプル
データやお手持ちの動画データは、ハードディスクドライブにコピーした
うえでお使いください。

・「3D写真ユーティリティ」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50
音別目次」、「3D写真ユーティリティ」のヘルプ

・「DigitalVideo3D Editor」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-
「50音別目次」、「DigitalVideo3D Editor」のヘルプ

3D表示機能
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3D表示機能のオン／オフのしかた

「3D切り替え」ボタンを使って、3D表示機能のオン/オフを切り替えます。3D表示機
能に対応していないソフトを使用するときや、3D表示機能を長時間使用して目が疲
れたときには、3D表示機能をオフにしてください。
3D表示機能のオン／オフは、「3D切り替え」ボタンで確認できます。

・3D表示対応のソフトによっては、ソフト側の制御により3D表示機能がオ
ンになるものもあります。

・このパソコンを起動／再起動したときは、前回起動時の表示モードによら
ず、常に2D表示モードになります。

・省電力状態（スタンバイ状態または休止状態）からの復帰時は、省電力状態
に入る前のモードで表示されます。

・ワンタッチスタートボタンを無効に設定している場合は、「3D切り替え」ボ
タンは無効になります。

ワンタッチスタートボタンの設定を変更する（有効／無効を切り替える）→ 「ぱそガイド」-「パ
ソコンの設定」-「パソコンの機能」-「ワンタッチスタートボタンの設定」

3D表示機能

「3D切り替え」ボタン

状態
オン（3D表示モード）

オフ（2D表示モード（通常の画面表示））

ボタン
青点灯

消灯
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立体的に見やすい位置について

3D表示を効果的に見るために、次のような位置でご使用ください。
・液晶ディスプレイの中心線と顔の中心線を合わせ、約60cm程度離れた位置より
ご覧ください（この位置は多少の個人差があります）。

・立体的に見えないときは、頭の位置を左右または前後に少しずつずらして、立体的
に見える位置を探します。

立体的に見えるように練習する

■「3D写真ユーティリティ」を使用する場合

画面左下の「最適視認位置確認用インジケータを表示する」の をクリックして に
すると、画面の下方に赤いガイド線が表示されます。
その状態で「3D切り替え」ボタンを押す、または画面右上の「プレビュー」ボタンをク
リックして3D表示モードにします。
「立体的に見やすい位置について」に記載の位置を目安に、頭の位置を左右または前
後にゆっくりとずらします。赤いガイド線が黒く変色して見える位置が立体的に正
しく見える位置です。

「3D写真ユーティリティ」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50
音別目次」、「3D写真ユーティリティ」のヘルプ

3D表示機能

液晶ディスプレイ

ガイド線
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■「DigiCame3D Editor」や「DigitalVideo3D Editor」を使用する場合

●「DigiCame3D Editor」の場合
「立体視コントロール」ウィンドウの「3D鑑賞」ボタンをクリックすると表示される
「鑑賞モード選択」ウィンドウで、「NEC製3DノートPCでVPI［最適視認インジケー

タ］を使用する」が になっていることを確認し、「OK」をクリックします。

●「DigitalVideo3D Editor」の場合
「立体視コントロール」ウィンドウの「3D鑑賞」ボタンをクリックすると表示される
「鑑賞モード選択」ウィンドウで、「NEC製裸眼3D液晶ノートPCでVPI（最適視認イ

ンジケータ）を使用する」が になっていることを確認し、「OK」をクリックします。

3D表示モードになり、画面の下方に赤いガイド線が表示されます。
「立体的に見やすい位置について」（p.76）に記載の位置を目安に、頭の位置を左右ま
たは前後にゆっくりとずらします。赤いガイド線が黒く変色して見える位置が立体
的に正しく見える位置です。

「DigiCame3D  Editor」や「DigitalVideo3D Editor」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケー
ションの紹介と説明」-「50音別目次」、「DigiCame3D Editor」や「DigitalVideo3D Editor」の
ヘルプ

3D表示機能

ガイド線

「DigitalVideo3D Editor」の場合「DigiCame3D Editor」の場合
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こんなときは

●3D表示にならない、ぼやけたり二重に見えるときは
・「立体的に見やすい位置について」（p.76）をご覧のうえ、適切な位置、姿勢になっ
ていることを確認してください。

・3D表示モードになっていることを確認してください（p.75）。
・3D表示対応ソフトが起動していることを確認してください。
・解像度が1024×768ドット表示に設定されていることを確認してください。

上記の内容をすべて確認しても改善されない場合は、頭の位置を左右・前後に少しず
つずらして正常に見える位置を探してみてください。

●3D表示モードにすると画面が暗い（輝度が低い）と感じるときは
このパソコンでは、液晶ディスプレイの特性上、2D表示モードよりも3D表示モード
のほうが輝度が低くなります。

●通常のWindowsの操作で、画面表示が見づらいときは
3D表示モードになっている可能性があります。2D表示モードになっていることを
確認してください（p.75）。
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表示機能

ここでは、このパソコンの画面を調整したり、市販の外部ディスプレイやテレビに接
続してパソコンの画面を大きな画面に表示する方法などについて説明します。

液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術で作られていますが、画面の一部に
ごくわずかな黒い点や、常時点灯する赤、青、緑の点が見えることがあります。
また見る角度によっては、色むらや明るさのむらが見えることがあります。こ
れらは、液晶ディスプレイの特性によるものであり、故障ではありません。

�
�画面表示を調整する�

画面の明るさ(輝度)を調整する

このパソコンの液晶ディスプレイの明るさ(輝度)は、8段階で調節できます。
�

�

解像度と表示色を設定する

このパソコンの液晶ディスプレイで表示できる解像度と表示色については、PART3
の「仕様一覧」をご覧ください。
解像度と表示色の変更のしかたや、外部ディスプレイを接続したときに表示できる解
像度や表示色については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-
「ディスプレイの設定」をご覧ください。
�

説　　明
キーを押すごとに、液晶ディスプレイが明る
くなります（8段階）。

キーを押すごとに、液晶ディスプレイが暗く
なります（8段階）。

キー操作
【Fn】＋【F8】

【Fn】＋【F9】

機　　能
輝度を上げる（ ）

輝度を下げる（ ）

表示機能
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仮想画面全体のサイズ�

実際のディスプレイのサイズ�

ポインタを画面の端
に移動させると画面
がスクロールし、見
えていなかった部分
が表示される�

便利な表示機能

ディスプレイストレッチ機能

このパソコンの液晶ディスプレイに設定されている解像度よりも低い解像度で
Windowsを使っているときに、液晶ディスプレイ全体にパソコンの画面を表示す
る機能です。
ディスプレイストレッチ機能の設定については、  「ぱそガイド」-「パソコンの設
定」-「パソコンの機能」-「ディスプレイの設定」をご覧ください。

【Fn】を押したまま【F5】を押すと、液晶ディスプレイ全体に画面を拡大表示す
る／しないを切り替えることができます。

バーチャルスクリーン機能

ディスプレイが表示可能な解像度よりも、大きな解像度を使用できるようにするた
めの仮想画面のことです。仮想画面全体のサイズが実際のディスプレイの画面サイ
ズよりも大きくなるため、ディスプレイには仮想画面の一部が表示された状態にな
ります。

・このパソコンで表示可能な解像度と表示色→PART3の「仕様一覧」

・バーチャルスクリーン機能の設定→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-
「ディスプレイの設定」

表示機能
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外部ディスプレイと連携させる

このパソコンに市販の外部ディスプレイやテレビを接続して、パソコンの画面を大
きな画面に表示したり、パソコンと外部ディスプレイと合わせて1つの大きな画面と
して使うことができます。DVD-Videoの迫力ある映像を大きな画面で楽しみたいと
きや、デスクトップを広く使いたいときなどに便利です。

外部CRT用コネクタに接続する

外部CRT用コネクタ（ ）には、市販の外部ディスプレイやプロジェクタなどを接続
できます。

1 パソコンの電源を切る

2 ディスプレイ用ケーブルで、外部CRT用コネクタ（ ）と外部ディスプレイな
どを接続する
接続のしかたについては、外部ディスプレイなどに添付のマニュアルをご覧くだ
さい。

表示機能

外部CRT用コネクタ
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S映像入力端子付きのテレビと接続する

S映像出力端子（ ）には、S映像入力端子付きのテレビを接続できます。

1 パソコンの電源を切る

2 市販のSビデオケーブルで、S映像出力端子（ ）とテレビのS映像入力端子を
接続する

画面を表示するディスプレイを切り替える

外部ディスプレイやテレビを接続している場合は、次のどちらかの方法でパソコン
の画面を表示するディスプレイを切り替えることができます。
動画を再生するソフトを起動しているときは、解像度、表示色、または画面の出力先
の変更を行わないでください。変更を行うと、画面が表示されなくなる場合がありま
す。画面が表示されなくなった場合は、動画を再生していたソフトを再起動してくだ
さい。

■キーボードで切り替える
【Fn】を押したまま【F3】を押すごとに、「液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同
時表示」→「テレビ」→「液晶ディスプレイ」→「外部ディスプレイ」の順でパソコンの
画面を表示するディスプレイが切り替わります。

デュアルディスプレイに設定しているときにはこの操作は行えません。

表示機能

S映像出力端子

※各端子の形状が分かるよう
　イラストを加工しています。
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■「画面のプロパティ」で切り替える

画面の出力先を切り替える→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「ディスプ
レイの設定」

2つのディスプレイを1つの大きなディスプレイとして使う（デュアルディス
プレイ機能）

パソコンに接続した外部ディスプレイと、パソコンの液晶ディスプレイの2つのディ
スプレイを、連続した1つのディスプレイとして使うことができます。
デスクトップを広く使いたいときなどに便利です。

デュアルディスプレイ機能を使う→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-
「ディスプレイの設定」

2つのディスプレイに同じ画面を表示する

パソコンに接続した外部ディスプレイと、パソコンの液晶ディスプレイの両方に同
じ画面を表示することができます。

同じ画面を2つのディスプレイに表示する→ 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機
能」-「ディスプレイの設定」

表示機能
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セキュリティ機能

ここでは、パソコンが不正に使用されたり、パソコン本体やデータが盗まれたり、パ
ソコンを起動するときに必要なファイルがコンピュータウイルスに感染したりする
ことを防ぐ方法を説明します。

不正使用やデータの盗難を防ぐ（パスワード）

パスワードには、Windowsで設定するパスワードとBIOS（バイオス）で設定するパ
スワードがあります。Windowsで設定するパスワードでは、パスワードを入力しな
いとWindowsを起動できないように設定できます。詳しくは、Windowsのヘルプを
ご覧ください。
BIOSで設定するパスワードでは、このほか、パスワードを入力しないとBIOSセット
アップユーティリティを起動できないように設定することもでき、入力したパス
ワードによって設定できるBIOSの項目が制限されます。

・設定したパスワードは忘れないようにしてください。パスワードは再セッ
トアップしても解除できません。パスワードは忘れないように控えて、人目
に付かないところに保管しておくことをおすすめします。

・パスワードを忘れてしまった場合の対処のしかたは、『困ったときのQ&A』
PART2の「パスワード」をご覧ください。

・NEC121コンタクトセンターなどにパソコンの修理を依頼される際には、
パスワード解除しておいてください。

■パスワードの種類
BIOSで設定するパスワードには、「スーパバイザパスワード」と「ユーザパスワード」
があります。このパソコンを複数のユーザーで使用しているときに、管理者以外の
ユーザーがBIOSの設定を自由に変更したり、パスワードを知らない人が不正にパソ
コンを起動してデータ盗難などを行うことを防げます。

●スーパバイザパスワード
管理者用のパスワードです。スーパバイザパスワードを入力してBIOSセットアップ
ユーティリティを起動すると、すべての項目が設定できるようになります。

●ユーザパスワード
使用者用のパスワードです。ユーザパスワードを設定するには、スーパバイザパス
ワードが設定されている必要があります。ユーザパスワードを入力してBIOSセット
アップユーティリティを起動した場合、設定できる項目が制限されます。

セキュリティ機能
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■パスワードの設定をする
パスワードの設定は、BIOSセットアップユーティリティで行います。
設定方法については、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「BIOS
設定」をご覧ください。

パスワードを設定しているときの電源の入れ方

パソコン起動時にパスワードの入力が必要な設定にしているときは、次の手順で電
源を入れてください。

1 パソコンの電源を入れる
次のようなパスワードを入力する画面が表示されます。

パスワードを入力して下さい。［_　　　　］

2 設定したパスワードを入力し、【Enter】を押す
正しいパスワードを入力すると、Windowsが起動します。

・間違ったパスワードを入力すると警告が表示されます。3回間違ったパス
ワードを入力すると、パスワードの入力ができなくなります。
その場合は、一度パソコンの電源を切って、手順1からやりなおしてください。

・スーパバイザパスワードとユーザパスワードの両方を設定している場合
は、どちらのパスワードを入力してもかまいません。

セキュリティ機能
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ウイルスや不正侵入を防ぐ

コンピュータウイルスから守る（マカフィー・ウイルススキャン）

コンピュータウイルスからパソコンを守るために、日頃からウイルスチェックを行
いましょう。コンピュータウイルスに感染すると、パソコンが壊れたり、正常に動作
しなくなることがあります。また、パソコンの動作は正常に見えても、知らない間に
コンピュータウイルスに感染していて、パソコンに登録してあるメールアドレスに
勝手にウイルス入りのメールを送ってしまうこともあります。このパソコンにイン
ストールされている「マカフィー・ウイルススキャン」を使ってコンピュータウイル
スの感染を防ぐようにしましょう。ウイルスに感染してしまった場合も、「マカ
フィー・ウイルススキャン」でウイルスを駆除することができます。

ウイルス対策については、 「ぱそガイド」-「インターネットと電子メール」-
「インターネットを使いこなす」-「ウイルスとトラブルの予防」もご覧ください

「マカフィー・ウイルススキャン」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-
「50音別目次」

ハードディスク起動セクタのウイルス感染を防止する

パソコンの電源を入れたときに、起動のために最初に読み込む部分を「ハードディス
ク起動セクタ」といいます。ハードディスク起動セクタがウイルスに感染してしまう
と、パソコンを正常に起動できなくなってしまうことがあります。ハードディスク起
動セクタへの書き込みを禁止に設定しておくことで、起動に必要なファイルのウイ
ルス感染を防止できます。
ハードディスク起動セクタへの書き込み禁止の設定については、 「ぱそガイド」-
「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「BIOS設定」をご覧ください。

セキュリティ機能
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パソコンへの不正侵入を防ぐ(PCGATE Personal)

インターネットに接続しているときなど、通信の機能を使って外部にパソコンをつ
ないでいるときは、不正侵入される可能性があります。特にインターネットに常時接
続しているときなどは、不正侵入される可能性が高まります。不正な侵入者によって、
知らない間にパソコンの中のデータを覗かれたり改ざんされたりなどの被害にあわ
ないように、対策を行う必要があります。このパソコンにインストールされている
「PCGATE Personal」を使って不正侵入を防ぐことをおすすめします。

・「PCGATE Personal」について→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音
別目次」

・「PCGATE Personal」を常駐させる方法について→ 「ぱそガイド」-「インターネットと電
子メール」-「インターネットを使いこなす」-「不正アクセスからパソコンを守るには」

「PCGATE Personal」のほかに、別売のファイアウォール機能を持つルータ
を組み合わせて使うと、よりセキュリティ効果が高まります。

盗難を防ぐ（セキュリティケーブル）

このパソコンの盗難防止用ロック（ ）（p.3）に別売のセキュリティケーブル（PK-
SC/CA02）を取り付け、盗難を防ぐことができます。詳しくは、セキュリティケーブ
ルのマニュアルをご覧ください。

当社製セキュリティケーブル（PK-SC/CA01）はこのパソコンでは使用でき
ません。

セキュリティ機能
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90

プ リンタ �

このパソコンに取り付けることができる�

周辺機器の取り付けの際には、このパソコンで使えるものか確認してください。
また、取り付け手順については、周辺機器のマニュアルやこのPARTを参考に
してください。�

デジカメで撮った写真やインターネットで見つけた情報
を印刷したいときにはプリンタ。現在主流のインクジェッ
トプリンタは種類も多く、写真画質や高速な印刷など用
途に応じて選べます。接続が簡単なUSB対応のものが
おすすめです。�

→USBコネクタ　　パラレルコネクタ�

周辺機器�

ホームページや年賀状に使う写真を撮るな
らデジタルカメラが便利。パソコンへのデ
ータの取り込み方は、機種によっていろい
ろあります。�

→USBコネクタ�
→PCカードスロット※�

ブロードバンドで快適なインターネットを楽しみたいときは、
ADSLやケーブルテレビなどのインターネットサービスを
利用しましょう。ADSLモデムやCATVモデムはLANコネ
クタに接続します。�

※ADSL/CATV業者によっては、指定されたモデム以外使用できない場合があります。詳しくはADSL/CATV�
業者にお問い合わせください。�
※ADSL/CATVモデムにはUSBコネクタに取り付けるものもあります。�

→LAN（ローカルエリアネットワーク）、→USBコネクタ�

パソコンに絵や写真を取り込むにはイ
メージスキャナ。取り込んだ絵や写真
はパソコンで加工して、ホームページ
や年賀状などに活用できます。接続が
簡単なUSB対応のものがおすすめで
す。�

→USBコネクタ�

撮影した映像をパソコンに取り込んで
編集し、オリジナルのムービーが作れ
ます。できあがったムービーはCD-R
に書き込んで、友達に見せることもで
きます。�
デジタルビデオカメラはIEEE1394
コネクタに接続します。�

→IEEE1394コネクタ�

イメージスキャナ�

 A D S L モデム / �
 C A T V モデム �

デジ タルビデオカメ ラ�

デジタル カメラ�

※ スマートメディア、コンパ
クトフラッシュなどは、専
用のアダプタ（別売）に
取り付けてPCカードス
ロットにセットできます。�

携帯電話とパソコンを接続してメモリダイヤル等のデータ管理を行うこ
とができます。携帯電話は別売の接続ケーブルを使ってUSBコネクタ
に接続します。データ管理については、　 「ぱそガイド」-「アプリケーシ
ョンの紹介と説明」-「50音別目次」-「携帯マスター」をご覧ください。�

※接続に使うケーブルはお使いの携帯電話によって異なります。�
※PHSをお使いの場合は、パソコンと接続することはできません。�

→USBコネクタ�

携帯電話 �

このパソコンに取り付けることができる周辺機器このパソコンに取り付けることができる周辺機器



92

マウスを使えば、パソコンの操作をより
快適に行うことができます。マウスは
USBコネクタに接続します。�

→USBコネクタ�

マウス�
メモリを増やすことで、より多くのソフト
を同時に起動したり、容量の大きなデー
タをより高速に扱うことができるように
なります。�

→メモリスロット�

増設メモリ�

家族で複数のパソコンを持っていると
きなど、ネットワークを作ればデータの
やりとりやプリンタの共有ができます。
ワイヤレスLANならば、パソコンにケー
ブルを接続しなくても通信ができるの
で、パソコンを持って部屋を移動しても
ネットワークが利用できます。�

→PCカードスロット�

ワイヤレス L A N

このパソコンに取り付けることができる周辺機器
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周辺機器を使用するときのポイント

周辺機器の購入や、実際に使用するときのポイントを簡単にご紹介します。

周辺機器を選ぶときのポイント

周辺機器は種類が多く、どれを選べばよいか迷うことがあるかもしれません。周辺機
器を購入するときは、次の点に注意して、自分の目的にあった製品を選びましょう。

買う前に確認しておくこと

■目的にあっているか、欲しい機能はついているか
たとえば一口でプリンタといっても、写真画質の印刷が得意なものや、文章の印刷が
速いものなど、製品によって機能に違いがあります。その製品が自分の目的にあって
いるか、欲しい機能はついているかを確認しておきましょう。

■このパソコンで使用できるか
周辺機器がこのパソコンで使えるかを確認しておきましょう。次のようなチェック
ポイントがあります。

●このパソコンに接続できるか
パソコンと周辺機器を接続する方法は何種類かあります。周辺機器を接続するのに
必要なコネクタやスロットがこのパソコンに用意されているかを確認しておきま
しょう。

●このパソコンのOSに対応しているか
このパソコンにはWindows XPがインストールされています。
周辺機器がWindows XPで使えるかを確認しておきましょう。

●インターネット接続と周辺機器
ADSL回線に接続するにはADSLモデム、CATV回線に接続するにはCATVモデム、
ISDN回線に接続するにはターミナルアダプタ（TA）を使います。お使いの回線の種
類にあわせて、それぞれの周辺機器を用意する必要があります。CATVやADSLでは、
接続業者が指定した機種しか使えなかったり、契約後に接続業者から送られてきた
りすることが多いので、買う前に各接続業者に確認しておきましょう。

周辺機器を使用するときのポイント
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情報を集めるには

周辺機器についての情報を集めるには、次のような方法があります。

■121ware.comで調べる
NECのパーソナル商品総合情報サイト「121ware.com（ワントゥワンウェア ドッ
ト コム）」では、NECの周辺機器の情報や、NEC製のパソコンと周辺機器の対応を確
認できます。また、ショッピングのページでは、いろいろな周辺機器をインターネッ
ト上で購入でき、大変便利です。
http://121ware.com/

買うときに確認すること

実際に周辺機器を購入するときには、次の点を確認しておきましょう。よくわからな
いときは、販売店に確認してください。

■周辺機器を使うために必要なものはそろっているか
周辺機器によっては、パソコンとの接続に必要なケーブルや専用接続キット（アダプ
タ類、電源ケーブルなどのセット）を別途購入しなければならないこともあります。
必要なものが別売のときは一緒に購入しておきましょう。

■必要な消耗品はないか
たとえば、プリンタには、用紙やインクが必要です。消耗品が添付されていないとき
は、周辺機器と一緒に購入しましょう。

周辺機器をはじめて接続するときのポイント

周辺機器のマニュアルを読む

周辺機器の取り付けをする前に、まず周辺機器に添付されているマニュアルをよく
読みましょう。周辺機器を使う上で大事な情報が書かれています。周辺機器のマニュ
アルを読むときは、次の点を確認しておきましょう。

●取り付けの手順
取り付ける前に、デバイスドライバやソフトウェアのインストールが必要な場合が
あります。取り付けの手順を確認して、手順どおりに行ってください。

●パソコンの電源のオン／オフ
パソコンの電源を入れて取り付けるものと、切った状態で取り付けるものがありま
す。

●デバイスドライバのインストールや設定
Windowsにドライバが準備されていない場合や、専用のドライバを使う場合など、
デバイスドライバのインストールや設定が必要なことがあります。周辺機器のマ
ニュアルや次のページの「デバイスドライバについて」をご覧ください。

周辺機器を使用するときのポイント
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●Windowsの設定
周辺機器によっては、Windowsの設定を変更する必要があるものがあります。

周辺機器を取り付けるときの注意

■パソコンが省電力状態のときは周辺機器の取り付けを行わない
省電力状態のときに周辺機器を接続すると、パソコンや周辺機器が正常に動作しな
くなることがあります。省電力状態になっているときは、省電力状態を解除してから
取り付けてください。

■周辺機器は１つずつ取り付ける
複数の周辺機器を取り付けるときは、１つずつ取り付けて、正しく動作したことを確
認してから次の周辺機器を取り付けてください。一度に取り付けると、正しく動作し
ないことや、問題が起きたときの原因の周辺機器がわかりにくくなります。

デバイスドライバについて

デバイスドライバとは、パソコンと周辺機器との仲介をする周辺機器専用のソフト
ウェアのことで、「ドライバ」と呼ぶこともあります。周辺機器によっては、パソコン
にデバイスドライバをインストールする必要があります。
周辺機器がプラグ＆プレイ機能に対応しているかによって、ドライバのインストー
ル方法が異なります。詳しくは周辺機器のマニュアルで確認してください。

■「プラグ＆プレイ機能」対応の周辺機器

●Windows XPにドライバが準備されている場合
周辺機器を接続してWindowsを起動すると自動的にドライバのインストールが行
われ、周辺機器が使用できる状態になります。周辺機器によってはインストール後に
設定が必要なこともありますので、周辺機器のマニュアルで確認してください。

●Windows XPにドライバが準備されていない場合／専用のドライバがある場合
周辺機器に付属のCD-ROMなどからドライバをインストールする必要があります。
周辺機器によっては、取り付けの前にドライバのインストールが必要な場合もあり
ます。
ドライバの詳しいインストール手順や設定方法については、周辺機器のマニュアル
をご覧ください。

■「プラグ＆プレイ機能」に対応していない周辺機器
周辺機器を使うためには、ドライバのインストールが必要です。周辺機器のマニュア
ルにしたがってドライバのインストールをしてください。
ドライバのインストールがうまくいかなかった場合は、周辺機器のマニュアル、周辺
機器メーカーのホームページ、または 「ぱそガイド」-「トラブル解決」-「Step 2
カテゴリー別Q&A」-「周辺機器」をご覧ください。

周辺機器を使用するときのポイント
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周辺機器の取り付け／取り外しのポイント

周辺機器を取り付け／取り外しをするときの注意

省電力状態のときは、周辺機器の取り付け／取り外しは行わないでください。

周辺機器の取り付け

一度接続して、使用するための設定を済ませた周辺機器を再接続する場合、ドライバ
などを再インストールする必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、
画面が少しの間止まったように見えることがあります。メッセージが表示された場
合はメッセージにしたがってください。画面が止まったように見える場合も機器の
故障ではありません。しばらく待つと使用できます。　

周辺機器の取り外し

周辺機器の中でも、USB対応機器、IEEE1394対応機器、PCカードなどは、パソコン
の電源を入れたままでも取り付けや取り外しができます。
ただし、画面右下の通知領域に が表示されているときは、次の手順で取り外しを
行ってください。次の手順で取り外しをしないと、パソコンが正常に動作しなくなる
ことがあります。

1 画面右下の通知領域にある をダブルクリックする
「ハードウェアの安全な取り外し」が表示されます。

2 取り外したい周辺機器名またはPCカード名をクリックして、「停止」をクリッ
クする
周辺機器名やPCカード名が表示されていない場合は、手順4へ進んでください。

3「ハードウェア デバイスの停止」で取り外したい周辺機器名やPCカード名を
クリックして「OK」をクリックする
画面右下の通知領域に安全に取り外すことができるという内容のメッセージが表
示されます。

4「閉じる」をクリックして、「ハードウェアの安全な取り外し」を閉じる
これで周辺機器またはPCカードを取り外すことができます。

周辺機器を使用するときのポイント
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ユ ー エ ス ビ ー

USBコネクタ

USBコネクタには、プリンタやイメージスキャナなど、さまざまなUSB対応機器を
取り付けることができます。基本的な取り付け方は、どのUSB対応機器でも同じで
す。

USBコネクタについて

このパソコンのUSBコネクタ

このパソコンには、USB 2.0に対応したUSBコネクタが用意されています。USBコ
ネクタにはUSB2.0対応機器とUSB1.1対応機器を取り付けることができます。す
べてのUSBコネクタに別々のUSB対応機器を接続して、複数の機器を同時に使用す
ることもできます。

USBハブを使う

標準で用意されているUSBコネクタだけで足りないときは、市販のUSBハブを接続
して、コネクタの数を増やすこともできます。USBハブを何台も使えば、規格上127
台(パソコン1台あたり:USBハブの数も含む)までの周辺機器を接続できます。
USBハブの詳しい使い方については、USBハブのマニュアルをご覧ください。

USBハブを使用する場合は、USBハブをパソコンに先に取り付けてから、
USB対応機器のプラグをUSBハブのコネクタに差し込んでください。

USB対応機器の取り付け方と取り外し方

USB対応機器を取り付ける前に

・プリンタなど、電源スイッチのある機器を利用する場合、あらかじめ機器の電源を
入れてから接続してください。

・機器によっては、ドライバやソフトのインストール、設定の作業が必要になること
があります。また、プラグを差し込む前に、ドライバをインストールする必要があ
る機器もあります。詳しくは、機器に添付のマニュアルをご覧ください。

USBコネクタ
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・ドライバのインストールが完了していても、別のUSBコネクタにその機器を接続
すると、再びドライバのインストール画面が表示されることがあります。そのとき
は、画面を読んで、もう一度ドライバをインストールしてください。

・機器にUSBケーブルが添付されている場合は、平らな方のプラグをこのパソコン
のUSBコネクタに、四角い方のプラグを周辺機器のコネクタに差し込みます。

USB対応機器を取り付ける

1 USBケーブルのプラグを、向きに注意してパソコンのUSBコネクタ（ ）
に差し込む
プラグの が上を向くように差し込みます。どのUSBコネクタに差し込んでも
かまいません。

2 USB対応機器が正しく認識されたかを確認する
取り付けた機器によっては、画面右下の通知領域に が追加されます。確認方法
については、USB対応機器に添付のマニュアルをご覧ください。

USB対応機器を使用するときの注意

・USBコネクタの抜き差しは3秒以上の間隔をおいて行ってください。
・USBデバイスが正常に認識されていないときは、一度USBコネクタからプラグ
を抜いて、もう一度差し込んでください。

・省電力状態のときや省電力状態に移行中、復帰中はUSBコネクタの抜き差しをし
ないでください。

・USB 2.0対応機器を使用するときは、USBハブ、USBケーブルもUSB2.0に対
応したものをお使いください。

USB対応機器を取り外す

画面右下の通知領域に が表示されている場合は、「周辺機器を使用するときのポイ
ント」の「周辺機器の取り付け／取り外しのポイント」（p.96）をご覧になり、正しい手
順で取り外してください。 が表示されていない場合は、そのまま取り外せます。

USBコネクタ

USBコネクタ
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アイトリプルイーイチサンキューヨン

IEEE1394コネクタ

IEEE1394コネクタには、デジタルビデオカメラや外付け用ハードディスクなどの
IEEE1394対応機器を取り付けることができます。

IEEE1394コネクタについて

このパソコンには、IEEE1394コネクタ（4ピン）が1つ用意されています。

機器によってはIEEE1394コネクタを「DV端子」と呼ぶこともあります。

IEEE1394対応機器の取り付け方と取り外し方

IEEE1394対応機器を取り付ける

このパソコンにIEEE1394対応機器を接続するには、別売のIEEE1394ケーブル
（4ピン用）が必要です。

1 IEEE1394ケーブルのプラグを、向きに注意してパソコンのIEEE1394コ
ネクタ（ ）に接続する

2 IEEE1394ケーブルのもう一方のプラグを、取り付ける機器のIEEE1394
コネクタに接続する

IEEE1394コネクタ

IEEE1394コネクタ 
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■デジタルビデオカメラから映像を取り込む、編集する
IEEE1394コネクタにデジタルビデオカメラなどのデジタルビデオ機器を取り付
けると、パソコンへの映像の取り込みや取り込んだ映像の編集、デジタルビデオ機器
への出力ができます。

お客様が録画、録音したものは、個人で楽しむ場合を除き、著作権法上、著作権
者に無断で使用できません。

・映像の取り込み、編集、デジタルビデオ機器への出力→VideoStudioのオンラインヘルプ、ま
たは 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-「VideoStudio」

・映像の再生→ 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」-「WinDVD」、
または「WinDVD」のヘルプ

■パソコン同士を接続する
IEEE1394ケーブルでパソコン同士を接続すると、パソコン間でプリンタやファイ
ルの共有や、データの移動ができるようになります。
接続にはホームネットワークの設定が必要になります。ホームネットワークの設定
は、「スタート」-「コントロールパネル」-「ネットワークとインターネット接続」-「ホー
ムネットワークまたは小規模オフィスのネットワークをセットアップまたは変更す
る」をクリックして、表示された「ネットワーク セットアップ ウィザード」で行って
ください。
ネットワークの設定は、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「ネットワークの設定」-
「LANの設定」でも説明しています。

IEEE1394コネクタ
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IEEE1394コネクタ

「PCGATE Personal ネットワーク セキュリティ ウィザード」画面
が表示されたら

ネットワークの設定を行うと、次の「PCGATE Personal ネットワーク セ
キュリティ ウィザード」が表示されることがあります。

 

「PCGATE Personal」は、パソコンへのネットワークを経由した不正アクセ
スを防ぐことができるソフトです。ネットワークに接続したときに、この画面
が表示されることがあります。この画面では、ネットワークのセキュリティレ
ベルを設定できます。

設定のしかたについては、 「ぱそガイド」-「インターネットと電子メール」-
「インターネットを使いこなす」-「不正アクセスからパソコンを守るには」をご
覧ください。

「PCGATE Personal」について→PART1の「パソコンへの不正侵入を防ぐ（PCGATE
Personal）」（p.87）、または 「ぱそガイド」-「アプリケーションの紹介と説明」-「50音別目次」

IEEE1394対応機器を取り外す

IEEE1394対応機器の取り外しは、「周辺機器を使用するときのポイント」の「周辺
機器の取り付け／取り外しのポイント」（p.96）をご覧になり、正しい手順で取り外
してください。
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PCカードスロット

PCカードは、クレジットカードサイズの機器です。メモリーカードのようにデータ
を保存、移動したりするだけのものなど、様々な種類があります。

PCカードについて

このパソコンでは、PC Card Standardに準拠したPCカードが使えます。また、
CardBus(カードバス)※対応のPCカードを使うことができます。
※：より高速なデータ転送ができるPCカードの規格の一つ

PCカードのセットのしかたと取り出し方

PCカードを使うときの注意

・PC Card Standardに準拠していないPCカードは使えません。また、ZVポート
対応のPCカードは使えません。対応していないPCカードを無理に押し込むと、
故障の原因になります。

・PCカードは大変精密にできています。PCカードやPCカードスロットの故障を
防ぐため、次の点に注意してください。
　- 高温、多湿、低温の場所に放置しない
　- 濡らさない
　- 重いものを載せない
　- ぶつけたり、落としたりして、衝撃を与えない
　- 曲げない
　- PCカードの端子部分に金属などを入れない
・PCカードには表と裏があり、スロットに差し込む方向も決まっています。間違っ
た向きで無理やり差し込むと、コネクタやスロットを破損するおそれがあります。

・PCカードをセットする前に、イジェクトボタンが収納されているか確認してくだ
さい。ボタンが飛び出したままの状態でPCカードをセットすると、イジェクトボ
タンが収納できなくなります。

・省電力状態のときや、ソフトを使っているときには、PCカードをセットしたり、取
り出したりしないでください。

PCカードスロット
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・省電力状態に対応していないPCカード（LANカード含む）を使っているときは、
省電力状態にしないでください。このパソコンは、購入時の状態では、一定時間以
上キーボードやNXパッドを操作しなかったり、ハードディスクへのアクセスが
ない状態が続くと、自動的に省電力状態になるように設定されていますので、自動
的に省電力状態にならないように設定を変更してください。

自動的に省電力状態にならないように設定する→PART1の「省電力機能の設定をする」（p.44）

デジタルカメラのデータを取り込むとき

デジタルカメラのデータをPCカードスロットを使って取り込むときには、PCカー
ドスロットにセットできるようにするための専用のアダプタが必要な場合がありま
す。デジタルカメラに添付のマニュアルで確認してください。

PCカードをセットする

PCカードの差し込む向きを確認し、ラベル面を上にして、PCカードスロットにゆっ
くりとまっすぐ差し込んでください。

間違った向きでむりやり差し込んだり、差し込むときに無理な力をかけると、
コネクタやスロットが破損する恐れがあります。PCカードを差し込む向きに
ついては、PCカードに添付のマニュアルで確認してください。

PCカードスロット
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PCカードを取り出す

PCカードによっては、ここで説明している手順で取り出さないと、このパソコ
ンが正常に動かなくなる可能性があります。必ず手順を守って取り外してくだ
さい。

1「周辺機器の取り付け／取り外しのポイント」（p.96）で、周辺機器を取り外す
準備を行う

2 PCカードイジェクトボタンを押す
イジェクトボタンが手前に飛び出します。

3 もう一度、イジェクトボタンをカチッと音がするまで押す
PCカードが少し飛び出します。

4 PCカードをまっすぐ引き抜く

PCカードスロット

PCカードイジェクトボタン
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メモリスロット

メモリを増やすことで、より多くのソフトを同時に起動したり、大きなデータをより
高速に扱うことができるようになります。
このパソコンでメモリを増やすときには、別売の増設RAMボードをメモリスロット
に取り付けます。

このパソコンで使える増設RAMボード

このパソコンでは、次の増設RAMボードが使用できます。

増設RAMボードを取り扱うときの注意

・増設RAMボードは静電気に大変弱い部品です。身体に静電気を帯びた状態で増設
RAMボードを扱うと破損する原因となります。増設RAMボードに触れる前に、ア
ルミサッシやドアのノブなど身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてくだ
さい。

・増設RAMボードのコネクタ部分には手を触れないでください。接触不良など、故
障の原因となります。

・ボード上の部品やハンダ付け面には触れないよう注意してください。

増設RAMボードの取り付け方と取り外し方

増設RAMボードを取り付ける

1 パソコンの電源を切る

2 電源コードのプラグをACコンセントから抜いてから、ACアダプタをパソコ
ンから取り外す

3 液晶ディスプレイを閉じて、パソコンを裏返す

4 バッテリパックを取り外す（p.37）

メモリ容量
256Mバイト

512Mバイト

1024Mバイト

型名
PK-UG-M050

PK-UG-M051

PK-UG-M052

メモリスロット
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5 図のネジをプラスドライバで取り外し、メモリスロットのカバーを取り外す

6 増設RAMボードの切り欠き部分とコネクタの突起部を合わせ、コネクタに対
して約30度の挿入角度で、増設RAMボードの端子が当たるまで挿入する
増設RAMボードが奥まで挿入できている場合は、端子部分（金色）のほとんどが、
本体のコネクタに差し込まれた状態になります。

増設RAMボードの表と裏が間違っている場合、増設RAMボードの切り欠きと
コネクタの突起部の位置が合わず、挿入することができません。間違った向き
のままで無理に取り付けようとすると、パソコンのコネクタ部や増設RAM
ボードが破損する原因となりますので注意してください。

メモリスロット

メモリスロットのカバー
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挿入するときに、コネクタが固いことがありますが、奥までしっかり押し込ん
でください。しっかり押し込まずに次の手順を行うと、コネクタを破損するお
それがあります。

7 カチッと音がする位置まで増設RAMボードをコネクタに強く倒し込む

8 増設RAMボードがコネクタにしっかりロックされたことを確認する
正しくロックされている場合は、増設RAMボードが水平で、端子の金色の部分が
少し（1mm程度）見える状態です。

増設RAMボードを倒し込む
ときこの部分が左右に開き、
RAMボードがロックされると
元の位置に戻ります。

実物はイラストと多少異なる場合があります

切り欠き

突起部

約30度

イメージ図（横から見たところ）

増設RAMボード

本体のコネクタ

メモリスロット
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確実にロックされていないと、本体のコネクタ部や増設RAMボードの故障の
原因となります。また、パソコンが正しくメモリを認識できないこともありま
す。

9 メモリスロットのカバーを元に戻し、外したネジを本体底面に取り付ける

10 バッテリパックとACアダプタを取り付ける

メモリ増設後は、 「ぱそガイド」－「パソコンの情報」でメモリ容量を確認してくだ
さい。

増設RAMボードを取り外す

1「増設RAMボードを取り付ける」（p.105）の手順1～5を行い、メモリスロッ
トのカバーを取り外す

2 メモリスロットのコネクタの両端部分を左右に押し広げる
増設RAMボードが図のように起き上がります。

3 起き上がった増設RAMボードをそのまま斜めに引き抜く

4 メモリスロットのカバーを元に戻し、外したネジを本体底面に取り付ける

5 バッテリパックとACアダプタを取り付ける

両方がロックされている
ことを確認してください。

メモリスロット
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シリアルコネクタ／パラレルコネクタ

このパソコンには、シリアルコネクタとパラレルコネクタが搭載されています。

機器を取り付け／取り外しするときの注意

・シリアルコネクタ、パラレルコネクタに周辺機器を取り付ける場合は、パソコンの
電源を切ってから取り付けてください。

・シリアルコネクタ、パラレルコネクタに接続した周辺機器を使用するときは、周辺
機器の電源→パソコンの電源の順番で電源を入れてください。

シリアルコネクタ

シリアルコネクタ（ ）（p.3）には、アナログモデムやターミナルアダプタなどの
シリアルインターフェース対応の機器を接続することができます。シリアルイン
ターフェースの機器を接続できるコネクタのことを一般的にはシリアルポートと呼
びます。

パラレルコネクタ

パラレルコネクタ（ ）（p.3）には、プリンタなどのパラレルインターフェースの機
器を接続することができます。パラレルインターフェースの機器を接続できるコネ
クタのことを一般的にはパラレルポートと呼びます。

シリアルコネクタ／パラレルコネクタ
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マウス／テンキーボード用コネクタ

このパソコンには、マウス／テンキーボード用コネクタが搭載されています。

機器を取り付け／取り外しするときの注意

マウス／テンキーボード用コネクタに周辺機器を取り付ける場合は、パソコンの電
源を切ってから取り付けてください。

マウス／テンキーボード用コネクタ

マウス／テンキーボード用コネクタ（ / ）（p.3）には、PS/2タイプのマウスやテ
ンキーボードを取り付けることができます。

別売のPS/2タイプのマウスを接続したときに、誤動作を防ぐためNXパッド
での操作を無効にすることができます。

詳しくは 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「BIOS設定」
をご覧ください。

マウス／テンキーボード用コネクタ
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BIOSセットアップユーティリティ

BIOSセットアップメニューでは、ハードウェア環境の確認と変更、セキュリティな
ど本機の使用環境を設定できます。

BIOSセットアップユーティリティの使い方

BIOSセットアップユーティリティの起動

1 パソコンの電源を入れ、「NEC」のロゴが表示されたら【F2】を数回押す
BIOSセットアップユーティリティのメイン画面が表示されます。

BIOSセットアップユーティリティが表示されないときは、電源を入れなおし
て、【F2】を押す間隔を変えてください。

BIOSセットアップユーティリティの基本操作

操作はキーボードで行います。

■設定を変更する
・【←】【→】でメニューを選び、【↑】【↓】で設定項目を選びます。
・設定内容の値は【F5】【F6】で変更します。

■設定の変更を保存する
「終了」メニューの「変更を保存する」を選びます。変更した設定内容が保存されます。

■設定の変更を取り消す
「終了」メニューの「変更を取り消す」を選びます。各設定項目の設定内容を最後に保
存した値に戻します。

BIOSセットアップユーティリティ
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BIOSセットアップユーティリティの終了

■変更を保存して終了する

1【F10】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。
終了を中止したいときは【Esc】を押してください。

2「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す
設定内容が保存され、BIOSセットアップユーティリティが終了します。

■変更を保存せずに終了する
「終了」メニューの「変更を保存せずに終了する」を選びます。設定内容を最後に保存
した値に戻して、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

購入時の値に戻す

購入時の値に戻しても、パスワードの設定は変更されません。

1 キーボードの【F9】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。

2「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す

3 キーボードの【F10】を押す
セットアップ確認のダイアログボックスが表示されます。

4「はい」が選ばれていることを確認して【Enter】を押す
購入時の値が設定され、BIOSセットアップユーティリティが終了します。

BIOSセットアップユーティリティ
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LS900/8E LS700/8D

PC-LS9008E PC-LS7008D

インストラクション用32KB/ データ用32KB（CPU内蔵）

1024KB（CPU内蔵）

400MHz

333MHz

Intel社製 82855PM / 82801DBM

2スロット[空きスロット1]

2GB※5

64MB

ATI社製MOBILITYTM RADEONTM 9600 PRO[AGP
対応]

最大1,677万色※9（最大1,677万色）

最大1,677万色※9（最大1,677万色）

最大1,677万色※9（最大1,677万色）

－（－）

最大1,677万色※9（最大1,677万色）

最大1,677万色※9（最大1,677万色）

1次

2次

システムバス

メモリバス

標準容量

スロット数

最大容量

内蔵ディスプレイ

ビデオRAM

グラフィックアクセラ
レータ

LL950/LL900/LL770/LL700

型名

型番

CPU※2

キャッシュメモリ

バスクロック

チップセット

メモリ
（メインＲＡＭ）※4

表示機能

解像度・表示
色※6※7

（別売の外付
けディスプレイ
接続時※8）

800×600ドット

1,024×768ドット

1,280×1,024ドット

1,400×1,050ドット

1,600×1,200ドット

1,920×1,440ドット

仕様一覧

本体仕様一覧

仕様一覧

LS900／LS700

インストールＯＳ・サポートＯＳ

インテル® Pentium® M プ
ロセッサ 1.70GHz （拡張
版 Intel SpeedStep® テ
クノロジ搭載※3）

インテル® Pentium® M プ
ロセッサ 1.50GHz （拡張
版 Intel SpeedStep® テ
クノロジ搭載※3）

Microsoft® Windows®

XP Professional
operating system 日本
語版 Service Pack 1※1

Microsoft® Windows®

XP Home Edition
operating system 日本
語版 Service Pack 1※1

512MB(DDR SDRAM/
SO-DIMM、PC2700対応)

256MB(DDR SDRAM/
SO-DIMM、PC2700対応)

15型3D表示対応・高輝度
TFTカラー液晶（XGA（最
大1,024×768ドット表
示））

15型高輝度・広視野角・ハ
イレゾTFTカラー液晶（エク
セレントシャインビュー液
晶）（SXGA+（最大1,400
×1,050ドット表示））

最大1,677万色※9（－）
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LS900/8E LS700/8D

PC-LS9008E PC-LS7008D

PCM録音再生機能（ステレオ/モノラル、量子化8ビッ
ト/16ビット、サンプリングレート8-48KHz、全二重化対
応）、MIDI音源機能（ソフトウェアMIDI<XG、XG-Lite、
GM、GS演奏モード対応、DLS2対応※10>）、マイクノイ
ズ除去機能、3Dポジショナルサウンド

内蔵ステレオスピーカ(SoundVu+サブウーファ)/
SoundVu:2.0W+2.0W、サブウーファ:5W

ADI社製 AD1981B搭載

データ通信：最大56Kbps※12（V.90対応）／ＦＡＸ通信：
最大14.4Kbps（V.17）

1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T対応

本体一体型（キーピッチ19mm※15、キーストローク
3.0mm）、JIS標準配列（87キー）、右コントロールキー
付き

－【別売、専用オプション（型番：PK-RC001）※16※17】

ワンタッチスタートボタン搭載

スクロール機能付NXパッド標準装備

3D切り替えボタン搭載 ―

－ 【別売、専用オプション(型番:PC-VP-WU14)※18】

DVDスーパーマルチドライブ（DVD-RAM/R/RW with
DVD+R/RW）内蔵（バッファアンダーランエラー防止機能付き）

DVD-RAM読出し：最大2倍速※22、DVD-RAM書換え：
最大2倍速※22※23、DVD+R書込み：最大2.4倍速、
DVD+RW書換え：2.4倍速、DVD-R書込み：最大4倍速
※24、DVD-RW書換え：最大2倍速※25、DVD読出し：最大
8倍速、CD読出し：最大24倍速、CD-R書込み：最大16
倍速、CD-RW書換え：最大8倍速※26

TypeⅡ×2（TypeⅢ×1スロットとしても使用可）、PC
Card Standard準拠、CardBus対応

デュアルメモリースロット（両用スロット）×1※27

デュアルメモリースロット（両用スロット）×1※27

型名

型番

サウンド機能

通信機能

入力装置

スロット

音源／サラウンド機能

スピーカ/
スピーカ定格出力

サウンドチップ

FAXモデム ※11

LAN

ワイヤレスLAN

キーボード

リモコン

ワンタッチスタートボタン

ポインティングデバイス

ボタン

速度

PCカード

SDメモリーカード

メモリースティック
（メモリースティックPRO）

フロッピーディスクドライブ

ハードディスクドライブ ※19

CD/DVDドライブ

2.4GHｚワイヤレスＬＡＮ本
体内蔵（IEEE802.11b準
拠）※14

仕様一覧

トリプルワイヤレスLAN本
体内蔵（IEEE802.11a/
b/g準拠）※13

約60GB※21（UltraATA-
100）

約80GB※20（UltraATA-
100、高速5,400回転/分）
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LS900/8E LS700/8D

PC-LS9008E PC-LS7008D

コネクタ4ピン×4（USB2.0×4）

4ピン×1

D-sub25ピン×1

D-sub9ピン×1

ミニD-sub15ピン×1

ミニDIN6ピン×1

IrDA1.1規格準拠×1（データ通信速度4Mbps）

RJ11モジュラコネクタ×1

RJ45コネクタ×1

角型×1

ヘッドフォン出力と共用（ライン出力レベル　1Vrms）

ステレオミニジャック×1（マイク入力インピーダンス10k
Ω、入力レベル5mVrms、バイアス電圧3.7V）

ステレオミニジャック×1（ヘッドフォン出力インピーダンス
16Ω-100Ω「推奨32Ω」、出力電力　5ｍＷ/32Ω）

S端子×1

約3.6時間

約2.5時間/約2.5時間

リチウムイオンバッテリまたはAC100～240V±10%、
50/60Hz（ACアダプタ経由）※30

約23W

約60W

S区分0.00023 S区分0.00026

VCCI ClassB

5～35℃、20～80%（ただし、結露しないこと）

343（W）×305（D）×52.7（H）mm

約110（W）×50（D）×28（H）mmまたは
約114.5（W）×49.5（D）×28.5（H）mm

約4.3kg 約4.2kg

約270g

ACアダプタ、マニュアル、
FINAL FANTASY XI for
Windows ジラートの幻影
オールインワンパック
2003、回線ケーブル、
PLAY3DPC Support
Software

Microsoft® Office Personal Edition 2003

型名

型番

インターフェイス

サウンド関連
インターフェイス

映像関連イン
ターフェイス

仕様一覧

電源※17

消費電力

エネルギー消費効率（ACアダプタを含む）

電波障害対策

温湿度条件

外形寸法

質量

主な添付品

主なインストールソフト

バッテリ駆動時間※28※29

バッテリ充電時間（電源ON時／OFF時）※28

USB

IEEE1394（DV）

パラレル

シリアル

ディスプレイ（アナログ）

PS/2

赤外線通信※31※32

FAXモデム

LAN

光デジタルオーディオ
（S/PDIF）出力

ライン出力

マイク入力

ヘッドフォン出力

ビデオ出力（ＴＶ－ＯＵＴ）

標準

最大

本体（突起部除く）

ACアダプタ

本体（標準バッテリパック含む）

ACアダプタ

ACアダプタ、マニュアル、
回線ケーブル
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※ 1：添付のソフトウェアは、インストールされているOSでのみご利用できます。Microsoft® Windows® XP Home Edition
では、ネットワークでドメインに参加する機能はありません。別売のWindows® XP Home EditionパッケージやWindows®

XP Professionalパッケージをインストールおよび利用することはできません。
※ 2：使用環境や負荷によりCPU動作スピードをダイナミックに変化させる制御を搭載しています。
※ 3：電源の種類（AC電源、 バッテリ）やシステム負荷に応じて動作性能を切り替える機能です。
※ 4：使用可能な増設メモリは、PK-UG-M050（256MB,PC2700）、PK-UG-M051（512MB,PC2700）、PK-UG-

M052（1024MB、PC2700）を推奨します。
※ 5：最大メモリ容量にする場合、本体に標準実装されているメモリを取り外して、別売の増設RAMボード（1024MB）を2枚

実装する必要があります。
※ 6：本体液晶ディスプレイより大きい解像度を選択した場合は、バーチャルスクリーン機能により実現します。
※ 7：本体液晶ディスプレイより小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能により液晶画面全体に表示します。
※ 8：本機の持つ解像度及び色数の能力であり、接続するディスプレイ対応解像度、リフレッシュレートによっては表示できない

場合があります。本体の液晶ディスプレイと外付けディスプレイの同時表示可能です。ただし、拡大表示機能を使用しない
状態で、本体液晶ディスプレイより小さい解像度では、外付けディスプレイ全体には表示されません。

※ 9：1,677万色表示は、グラフィックアクセラレータのディザリング機能により実現します。
※10：DLSは「DownLoadable Sounds」の略です。DLSを使うと、カスタム・サウンド・セットをSoundMAXシンセサイザに

ロードできます。
※11：回線状態によっては、通信速度が変わる場合があります。また、内蔵FAXモデムは一般電話回線のみに対応しています。
※12：56Kbpsはデータ受信時の理論上の最大速度です。データ送信時は最大33.6Kbpsになります。
※13：通信速度:IEEE802.11b　最大11Mbps。IEEE802.11a/g　最大54Mbps。ただし通信速度はそれぞれの規格

による速度（理論値）です。また、接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーショ
ンソフトウェア、OSなどによっても通信速度、通信距離に影響する場合があります。IEEE802.11b/g（2.4GHz）と
IEEE802.11a（5GHz）は互換性がありません。IEEE802.11a（5GHz）ワイヤレスLANの使用は、電波法令により
屋内に限定されます。ワイヤレス通信では、電波状況によりIEEE802.11a/IEEE802.11b/IEEE802.11gのいず
れか１つのモードに自動的に切り替える機能に対応しております。

※14：通信速度:最大11Mbps。ただし通信速度は規格による速度（理論値）です。また、接続対象機器、電波環境、周囲の障害物、
設置環境、使用状況、ご使用のアプリケーションソフトウェア、OSなどによっても通信速度、通信距離に影響する場合があ
ります。

※15：キーボードのキーの横方向の間隔。キーの中心から隣のキーの中心までの長さ（一部キーピッチが短くなっている部分があ
ります）。

※16：リモコンの電池寿命はご使用の環境条件や方法により異なりますがアルカリ電池で最大100時間です。使用可能な距離は
ご使用の環境条件や方法により異なりますが約3mです。

※17：PC本体のバッテリ、およびリモコンなどに使用する各種電池は消耗品です。
※18：2モード（720KB/1.44MB）に対応しています（ただし、720KBモードのフォーマットは不可です）。
※19：1GBを10億バイトで計算した場合の数値です。
※20：Windows® のシステムからは、容量がCドライブ：約64GB、Dドライブ：約4.6GB、残り：再セットアップ用として認識されま

す。
※21：Windows® のシステムからは、容量がCドライブ：約45GB、Dドライブ：約4.6GB、残り：再セットアップ用として認識されま

す。
※22：DVD-RAM Ver.2 （片面4.7GB）の速度です。また、カートリッジ式のメディアは使用できませんので、カートリッジ無し、

あるいはメディア取り出し可能なカートリッジ式でメディアを取り出してご利用ください。
※23：DVD-RAM Ver.1 （片面2.6GB）の書き換えはサポートしていません。
※24：DVD-Rは、DVD-R for General Ver.2.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。
※25：DVD-RWは、DVD-RW Ver.1.1に準拠したメディアの書き込みに対応しています。
※26：Ultra Speed CD-RWメディアはご使用になれません。
※27：「マジックゲート対応メモリースティック」および「メモリースティックPRO」の著作権保護機能には対応しておりません。「マ

ジックゲート」機能には対応しておりません。「メモリースティック DUO」をご使用の場合は、必ずメモリースティックDUO
アダプターを使用してご利用ください。詳しくは「メモリースティックDUO」の取り扱い説明書をご参照ください。「miniSD
カード」をご使用の場合には、必ずminiSDカードアダプタを使用してご利用ください。詳しくは「miniSDカード」の取り扱
い説明書をご参照ください。「マルチメディアカード（MMC）」もご利用できます。使用音楽などの著作権保護データには
「SDメモリーカード」をご利用ください。メモリースティックとSDメモリーカードを同時に使用することはできません。

※28：バッテリ駆動時間や充電時間は、ご利用状況によって記載時間と異なる場合があります。
※29：JEITAバッテリ動作時間測定法（Ver.1.0）に基づいて測定したバッテリ駆動時間です。詳しい測定条件は、インターネッ

トhttp://121ware.com/personal/ → 各シリーズページ → 「仕様一覧」でご案内しています。
※30：標準添付されている電源コードはAC100V用（日本仕様）です。
※31：赤外線通信機能を使用するためにはBIOSセットアップユーティリティの「詳細」メニューの「周辺機器設定」にて「赤外線

ポート」を設定する必要があります。BIOSセットアップユーティリティについては 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パ
ソコンの機能」-「BIOS設定」を、赤外線通信機能についてはWindowsのヘルプを参照してください。

※32：赤外線通信機能を使用するために、BIOSセットアップユーティリティの「赤外線ポート」の「モード」を「FIR」に設定した場
合は、デバイスマネージャにて次の操作を行ってください。なお、デバイスマネージャの開き方についてはp.iVをご覧くだ
さい。
デバイスマネージャの「赤外線デバイス」の「IrDA高速赤外線ポート」をダブルクリックすると表示される「IrDA高速赤外
線ポートのプロパティ」の「詳細設定」タブにて、「赤外線トランシーバA」の値を「Vishay TFDS-6500」に設定する。

仕様一覧
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その他のご注意
［著作権に関するご注意について］
・お客様が複製元のCD-ROMやDVD-ROMなどの音楽コンテンツやビデオコンテンツの複製や改変を行う場合、複製元の媒
体などについて、著作権を保有していなかったり、著作権者から複製や改変の許諾を得ていない場合、利用許諾条件または
著作権法に違反する場合があります。
・複製の際は、複製元の媒体の利用許諾条件、複製などに関する注意事項にしたがってください。
・お客様が録音・録画したものは、個人として楽しむなどのほかには、著作権法上、著作権者に無断で使用することはできません。

［インターネット電話／インターネットテレビ電話について］
・ご利用の通信事業者、プロバイダ、お客様の環境によってはご利用になれない場合があります。事前に通信事業者やプロバ
イダにご確認ください。ADSLなどのブロードバンド環境でのご利用を推奨いたします。

［CD/DVDの読み込み／書き込みについて］
・コピーコントロールCDなど一部の音楽CDでは、再生やCD作成ができない場合があります。
・CPRM（Content Protection for RecordableMedia）の著作権保護機能には対応しておりません。
・メディアの種類、フォーマット形式によって読み取り性能が出ない場合があります。また、記録状態が悪い場合など、読み取り
できない場合があります。
・12cm CD、DVD以外は使用できません。ハート型などの特殊形状をしたCDは故障の原因となりますので使用しないでく
ださい。
・設定した書き込み、書き換え速度を実現するためには、書き込み、書き換え速度に応じたメディアが必要になります。
・映像ソフトの再生は、ソフトウェアによるMPEG2再生方式です。NTSCのみ対応しております。Regionコード「2」、「ALL」
以外のDVDビデオの再生は行えません。再生するDVDディスクおよびビデオCDの種類によってはコマ落ちする場合があ
ります。リニアPCM（96kHz/24bit）で記録されている20kHz以上の音声信号は再生できません。DVDレコーダで記録
されたDVDで、書き込み形式により再生できないものがあります。そのような場合はDVDレコーダの取扱説明書などをご
覧ください。
・ライティングソフトウェアが表示する書き込み予想時間と異なる場合があります。

［周辺機器接続について］
・接続する周辺機器および利用するソフトウェアが、本インターフェイスに対応している必要があります。
・接続する周辺機器によっては対応していない場合があります。動作確認済み機種についてはインターネットhttp : //
121ware.com/lavie/（各シリーズページ→「接続情報」）をご覧ください。
・USB1.1対応の周辺機器も利用できます。USB2.0で動作するにはUSB2.0対応の周辺機器が必要です。動作確認済み
機種についてはインターネットhttp://121ware.com/lavie/（各シリーズページ→「接続情報」）をご覧ください。
・IEEE1394インターフェイスを装備した製品と他社製デジタルビデオカメラの連携は、機種により対応していない場合があ
ります。動作確認済み機種についてはインターネットhttp://121ware.com/lavie/（各シリーズページ→「接続情報」）を
ご覧ください。
・光デジタルオーディオ出力端子に接続するオーディオ機器は48KHzのサンプリング周波数に対応している必要があります。ま
た、一般のCDプレーヤ・MDデッキ類と同様に、SCMS（シリアルコピーマネジメントシステム）に準拠した信号を出力します。
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FAXモデム仕様一覧

項　目 規　格

適用回線 加入電話回線

ダイヤル方式 パルスダイヤル（10/20PPS）

トーンダイヤル（DTMF）

交信可能ファクシミリ装置 ITU-T G3ファクシミリ装置

同期方式 半2重調歩同期方式

通信規格※1 ITU-T

　V.17:14,400/12,000/9,600/7,200bps

　V.29:9,600/7,200bps

　V.27ter:4,800/2,400bps

　V.21ch2:300bps

送信レベル -11～-15dBm(出荷時-15dBm)

受信レベル -10～-40dBm

制御コマンド EIA-578拡張ATコマンド(CLASS1)

同期方式 全2重調歩同期方式

通信規格※1 ITU-T

　V.90:56,000～28,000bps※2

　V.34:33,600～2,400bps

　V.32bis:14,400～4,800bps

　V.32:9,600～4,800bps

　V.22bis:2,400/1,200bps

　V.22:1,200/600bps

　V.21:300bps

エラー訂正 ITU-T V.42(LAPM) MNP class4

データ圧縮 ITU-T V.42bis MNP class5

送信レベル -11～-15dBm(出荷時-15dBm)

受信レベル -10～-40dBm

制御コマンド Hayes ATコマンド準拠※3

※1：回線状態によって通信速度が変わる場合があります。
※2：送信時は33,600～2,400bpsになります。
※3：ATコマンドについては、 「ぱそガイド」-「パソコンの設定」-「パソコンの機能」-「ATコマンド」を

ご覧ください。

Ｆ
Ａ
Ｘ
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項　目 規　格

準拠規格 ISO 8802-3、IEEE802.3、IEEE802.3u、IEEE802.3ab

ネットワーク形態 スター型ネットワーク

伝送速度 1000BASE-T使用時：1000Mbps

100BASE-TX使用時：100Mbps

10BASE-T使用時：10Mbps

伝送路 1000BASE-T使用時：UTPカテゴリ5e以上

100BASE-TX使用時：UTPカテゴリ5

10BASE-T使用時：UTPカテゴリ3または5

信号伝送方式 ベースバンド伝送方式

ステーション台数 最大1024台／ネットワーク

ステーション間距離 1000BASE-T：最大約200m／ステーション間

ネットワーク経路長※ 100BASE-TX：最大約200m／ステーション間

10BASE-T ：最大約500m／ステーション間

最大100m／セグメント

メディアアクセス制御方式 CSMA/CD方式

※： リピータの台数など、条件によって異なります。

LAN仕様一覧

仕様一覧
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ワイヤレスLAN仕様一覧

■トリプルワイヤレスLAN
本機能は、トリプルワイヤレスLANモデルのみの機能です。

●2.4GHzワイヤレスLAN規格概要

●5GHzワイヤレスLAN規格概要

仕様一覧

準拠規格

通信速度

変調方式

無線チャンネル

周波数帯域

セキュリティ

暗号化機能

IEEE802.11a

ARIB STD-T71

54/48/36/24/18/12/6（Mbps）※1

OFDM方式

34ch、38ch、42ch、46ch

5GHz帯域（5.15～5.25GHz）※3

WPA（Wi-Fi Protected Access）

暗号化鍵長64bit、128bit、152bit※2

準拠規格

通信速度

変調方式

無線チャンネル

周波数帯域

セキュリティ

暗号化機能

IEEE802.11g、IEEE802.11b

ARIB STD-T66

IEEE802.11g：54/48/36/24/18/12/6（Mbps）※1

IEEE802.11b：11/5.5/2/1（Mbps）※1

OFDM方式（54/48/36/24/18/12/6Mbps時）

DS-SS方式（11/5.5/2/1Mbps時）

１～13ch

2.4GHz帯域（2.4～2.4835GHz）

WPA（Wi-Fi Protected Access）

暗号化鍵長64bit、128bit、152bit※2

※1：各規格による速度（理論値）であり、実効速度とは異なります。接続対象機器、電波環境、周囲の
障害物、設置環境、使用状況、ご使用のOS、アプリケーションソフトウェアなどによっても通信速
度、通信距離に影響する場合があります。

※2：ユーザーが使用可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bit、128bitです。
※3：5GHzワイヤレスLANの使用は、電波法令により屋内に限定されます。
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■2.4GHｚワイヤレスLAN
本機能は、2.4GHｚワイヤレスLANモデルのみの機能です。

●2.4GHzワイヤレスLAN規格概要

仕様一覧

準拠規格

通信速度

変調方式

無線チャンネル

周波数帯域

セキュリティ

暗号化機能

IEEE802.11b、ARIB STD-T66

11/5.5/2/1（Mbps）※1

DS-SS方式

１～11ch

2.4GHz帯域（2.4～2.4835GHz）

WPA（Wi-Fi Protected Access）

暗号化鍵長64bit、128bit※2

※1：規格による速度（理論値）であり、実効速度とは異なります。接続対象機器、電波環境、周囲の障
害物、設置環境、使用状況、ご使用のOS、アプリケーションソフトウェアなどによっても通信速度、
通信距離に影響する場合があります。

※2：ユーザーが使用可能な鍵長は、それぞれ40bit、104bitです。
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『パソコン機能ガイド』と合わせて使う�

「ぱそガイド」はパソコンの画面で見るマニュアル。パソコンに関する
設定や、ソフトの使い方など、役立つ情報がつまっています。このマニュ
アルと合わせて使って、上手に情報を手に入れましょう。�
デスクトップにある　をダブルクリックして表示できます。�

このパソコンの型名や製造番号、メモ
リの容量など、ハードウェアに関する
詳しい情報を表示します。�
周辺機器を買うときは、画面を印刷し
て持っていっても役に立ちます。�

調べたいキーワードを�
入力して、「検索」を�
クリックします。�

ネットワークの設定、省電力の
設定など、パソコンに関する設
定について説明しています。
BIOSの情報などもここで。�

このパソコンに添付されて
いる各ソフトの紹介、使い
方を説明しています。�

周辺機器を接続したけどうまく動
かない、設定がうまくできない…�
困ったときはここを参考に。�

サポート窓口については�
こちら。�
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